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概要

ク イ ッ ク設定ガイ ド

簡易取扱説明

この装置には 「取扱説明書」 がヘルプ と し て組み込まれています。 この装置の持つ簡易操作機構
が事実上ペーパーレ スでいろいろな用途での運用を可能にし ています。 ス ク リ ーン上のボタ ンを
押すこ と にこ と によ り 操作説明がデ ィ スプレ イに表示されます。 本書は、 この機器のヘルプを補
足する ものです。 この機器ヘルプに記載されていない事項は全て こ こ で説明し ています。

安全注意事項  5 ページ

⇓

設置  9 ページ

⇓

配線 12 ページ

⇓

表示および操作要素 19 ページ

⇓

設定  24 ページ

装置設定 - すべての設定可能な装置機能の設定範囲および設定値

に関する説明と応用
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本機器を安全にご使用いただ く ために

エン ド レスハウザー ジャパン i

※本機器を安全にご使用いただ く ために
●取扱説明書に対する注意

1) 取扱説明書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 取扱説明書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 取扱説明書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する も

のではあ り ません。

4) 取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 取扱説明書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 取扱説明書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載も

れなどお気付きのこ と があ り ま し た ら当社営業所・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡

く ださい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 取

扱説明書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを され

た場合は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため取扱説明書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と 技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と 安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返品理由／ Process data

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
承認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に洗浄されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全にご使用いただ く ために

1.1 用途

この装置は、 非防爆地域のアナロ グ / デジ タル入力信号を電気的に収集 ・ 記録 ・ 表示 ・ 分析 ・ 遠
隔送信な らびにフ ァ イル保管を行 う ものです。

• 本装置は制御盤やパネル実装用に設計されてお り 、 従って、 これらのパネルに取 り 付け られた
状態でのみ操作が可能です。

• 弊社は、 不正な使用あ るいは指定された目的と は異なる使用によ る損害に対し ては、 いかなる
法的責任も負いません。 本装置は、 意図された目的以外に不正に使用された場合、 装置に障害
を招 く こ と があ り ます。

1.2 設置、 設定および操作

• 本装置の設置 ・ 接続 ・ 設定等の作業は、 認定された正規の専門家 （例えば電気技術者） によ っ
てのみ行って く ださい。 その際に、 本取扱説明書、 適用基準、 法的規制あ るいは許認可事項に
従った指示 （但し、 用途によ って異なる） を遵守する こ と が特に大事です。

• 上記作業者は、 本書の内容を十分に理解し、 それらの指示を守って く ださ い。
• 本装置への修正あ るいは修理は、 本書の中で明白に容認されている場合のみに行 う 事ができ ま

す。
• 他の機器へ損害を及ぼす恐れのあ る損傷を受けた装置は、 運用を停止し 「故障中」 の表示を明

示し なければな り ません。
• 初に運転開始な らびに修理中電気機器の部分的な変動を観察し て く ださ い。

1.3 操作上の安全性

• 本装置は、 新の技術に基づいて組み立て られ、 試験されてお り ますので、 技術的な安全性に
関し ては完璧な状態で工場から出荷されています。 適用される規則な らびに ヨーロ ッパ標準に
配慮がな されています。

• 銘板上に記載されている技術データ を よ く 読んで く ださ い！ 型式銘板はハウ ジング左側面に
取 り 付け られています。

修理

本装置の修理を行 う 場合は、 必ず弊社サービ ス部門に依頼し て く ださい。

EMC 適合性

本装置は、 IEC 61010 の一般安全基準 と IEC 61326 の EMC 諸条項を共に満た し ています。

技術改善

弊社は、 事前に連絡する こ と な く 、 製品の仕様を変更させていただ く 権利を有する もの と いた し
ます。 これらの仕様変更や製品機能の拡張に関する情報については、 ご購入いただいた業者にお
問い合わせ く ださい。

1.4 返却

本装置を、 修理や校正のために返却する と きは、 必ず下記に示す措置を取って く ださい ：

• 装置は必ず保護材を使用し て包装し て く ださい。 納入時の包装と同じ よ う に包装する と、 大
限の保護効果が得られます。

1.5 安全性に関する規定と アイ コ ン

次に示すシンボル と と もに表示されている、 運用規則にあ る 「安全注意事項」 を常に念頭におい
て く ださい。
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# 危険 ! 

この 「警告」 マーク は、 正し く 実行し ない と、 人を傷つける可能性、 安全が脅かされる可能性、
または装置に損傷を与え る可能性のあ る操作あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意
し て実行し て く ださい。

" 警告 ! 

この 「危険」 マークは、 正し く 実行し ない と、 不完全な機器操作、 または装置に損傷を与え る操
作あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださ い。

! 注意 ! 

この 「注意」 マークは、 正し く 実行し ない と、 その後の操作に間接的影響を及ぼすもの、 または
装置の部品に予期し ない反応を引き起こす可能性のあ る操作あ るいは手順を示し ています。 指示
を遵守し、 注意し て実行し て く ださい。

ESD - 静電放電

静電放電から接続用端子を保護し て く ださい。 本指示を遵守し ない場合、 電子部品の破壊を招き
ます。
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2 製品の識別について

2.1 製品

2.1.1 型式銘板

装置左側に取 り 付け られている型式銘板を、 （配送時受領の） 納品書 と 共に下図 と 比較し て く だ
さい ：

図 1 ： 1. 注文コード

2. 計器番号

3. ソ フ ト ウエアバージ ョ ン

4. ソ フ ト ウエアのア ッ プデー ト 記載用エ リ ア

5. 供給電源電圧、 電源周波数、 消費電力

6. 周囲温度範囲

7. 認定マーク （注 ： CSA と  UL は申請中）

2.1.2 製品の注文コー ド

基本的特性 ：
4.7 イ ンチ 液晶カ ラーデ ィ スプレ イ （320 x 240 ピ ク セル）

アナロ グ入力、 1 デジ タル入力、 4 リ レー

7 つのボタ ンによ る対話形式操作

24 V 外部電源

USB ソ ケ ッ ト 装備、 USB ケーブル添付 （1 m）

14 リ ミ ッ ト 値 （自由設定可能）

PC ソ フ ト ウ ェ ア

コ ンパク ト フ ラ ッ シ ュ カー ド （CF） 用ス ロ ッ ト 装備

入力信号

A U、 I、 TC、 RTD 共通端子 ： 3 点

B U、 I、 TC、 RTD 共通端子 ： 6 点

電源

1 供給電源 AC 115-230 V （-15%, +10%） 50/60 Hz

イ ン ターフ ェース

A 不使用

B RS-232/485 + イーサネ ッ ト

メ モ リ メ デ ィ ア

1 不使用

2 CF カー ド 、 64 MB

3 CF カー ド 、 256 MB

ハウジング

A パネルマウ ン ト 用 144x144 mm, IP54

B パネルマウ ン ト 用 144x144 mm, IP54, ロ ゴな し

使用言語

A 標準 （ド イ ツ語、 英語）

B 中欧 / 西欧 （ド イ ツ語、 英語、 フ ラ ン ス語、 スペイ ン語、 イ タ リ ア語）

C 北欧 （ド イ ツ語、 英語、 オ ラ ンダ語、 ス ウ ェーデン語）

D 東欧 （ド イ ツ語、 英語、 ポーラ ン ド 語、 ロ シア語、 チェ コ語、 ス ロベニア語）

E ア メ リ カ （ ド イ ツ語、 英語、 フ ラ ン ス語、 スペイ ン語、 米語）

F 日本 （ド イ ツ語、 英語、 日本語）

G 中国 （ド イ ツ語、 英語、 中国語）
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2.2 納入範囲

• 装置本体 （端子、 オーダー仕様によ る）
• 固定ク リ ッ プ 　 4 個
• USB ケーブル
• CF カード （オプシ ョ ン）
• PC 操作 ・ 設定ソ フ ト ウ ェ ア （CD-ROM）
• 納入品 リ ス ト
• 簡易操作説明書 （冊子、 複数言語記述）
• 取扱説明書 （CD-ROM）
• ロ ッ キングプレー ト

すべて揃っていない場合は、 弊社サービ ス または営業所、 代理店にご連絡 く ださ い。

2.3 認証と認定

認証と認定の概要については第 10 章 「技術データ」 を参照し て く ださい。

追加オプシ ョ ン

A 標準

K 標準モデル、 北米地域

承認

1 非防爆区域

RSG30- 1 1 ⇐ 注文コー ド
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3 搬入 ・ 設置

3.1 受入、 輸送、 保管

3.1.1 受入

注文品到着後、 直ちに次に示す項目を確認し て く ださい ：

• 包装、 内容物に損傷はあ り ませんか？
• 受け取った品物は全て揃っていますか？ 注文控え と納入品と を照合し て く ださい。

3.1.2 輸送と保管

下記の点に注目し て く ださい ：

• 本製品は保管 （ と輸送） を考慮し て耐震性材料を使用し た包装が行われています。 この耐震性
材料は、 振動からの保護に対し ては 上のものです。

• 保管時の許容周囲温度は、 -20 ～ +60 ℃です。

3.2 設置条件

使用温度範囲 ：

0 ～ 50 ℃ 大。 75% 相対湿度、 ただし結露なき こ と。

" 警告 ! 

• 熱の影響を避ける ため、 本装置の冷却を考慮し た場所に設置し て く ださ い。
• 強磁場からは十分に離し てご使用 く ださい （第 10 章 「技術データ」 の " 耐干渉性 " 参照）。
• 装置気密保護 IP 54 に基づいた正面側の環境対策

3.3 取付方法の説明

3.3.1 使用工具

パネル、 制御盤等への取付けに必要な工具はス ク リ ュード ラ イバーのみです。
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3.3.2 パネル取付と取付寸法

図 2 ： パネル取付と 取付寸法

パネル上に 138+1 x 138+1 mm の切 り 抜き をあけて く ださい（作業標準は DIN 43700 に従 う こ と）。
パネル取付時の装置の奥行きは、 止め金具と端子台を含めて 約 170.5 mm です。

1. 本装置を、 パネルの切 り 抜き穴を通し て前面から押し込みます。 蓄熱を避ける ために、 壁
面あ るいは他の実装品から各々 15 mm 以上離し て取 り 付ける こ と をお勧めいた し ます。

2. 本装置を水平に保った状態で、 開口部のねじ ジ ャ ッ キを掛けます （上部 2 ヶ所、 下部 2 ヶ
所）。

3. 4 箇所のねじ ジャ ッ キのス ク リ ューを ド ラ イバーで均等に締め付けます。 この と き、 安全
シールがコ ン ト ロールパネルに対し て保証し ている範囲内であ る こ と に留意し て く ださい。

! 注意 ! 

機器を上下に並べて設置する と きは 小 15 mm  の間隔が必要です。

機器を左右に並べて設置する と きは、 隙間は不要です。

3.4 ロ ッキング機構

ロ ッ キングプレー ト を使用する こ と によ って、 CF カード を許可な く 取 り 出すこ と を防止でき ま
す。 こ の機能は、 カバープレー ト ハン ド ルの背後に設け られている ス リ ッ ト にロ ッ キングプレー
ト を挿入し、 更に適当な鍵をカバープレー ト に取 り 付ける こ と で、 ロ ッ キングプレー ト を封印す
る こ と ができ ます （図 3 を参照）。
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図 3 ： ロ ッ キングプレー ト の挿入

3.5 設置状況確認

取付後、 以下を確認し て く ださい ：

• パネルカ ッ ト 部に装置が正し く し っか り と所定の位置に固定されている こ と。
• ハウジングの枠に沿ってシールがされている こ と を確認する こ と。
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4 配線

4.1 ク イ ッ ク配線ガイ ド

# 危険 ! 

電気的接続は本装置の電源が切断された状態であ る こ と を確認し てから行って く ださい。

" 警告 ! 

• 接地線接続は必ず 初に行って く ださ い。 接地されていない状態での配線は危険な傷害を招 く
恐れがあ り ます。

• 設定を行 う 前に、AC 供給電源電圧の確認を （ハウ ジング左側側面にあ る） 型式銘板 と照合し な
がら行って く ださい。

• 特に低い電圧や危険な高電圧を リ レー接点に混合し て印加する こ と は許されていません。
• 建造物内に取 り 付け る と きは、 適当な ス イ ッ チま たはサーキ ッ ト ブレーカ を組入れて く だ さ

い。 こ のス イ ッ チは本装置の近 く に置かれ （容易に操作でき る よ う に） 、 分離器 と銘板を貼付
し て く ださい。

• 電源線には過電流保護器 （公称電流 ≤ 10 A） を取 り 付けて く ださい。

! 注意 ! 

適宜、 本装置背面に表示されている端子台接続図も参照し て く ださい。
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4.1.1 配線図

図 4 ： 回路図

≤

≤ ≤ 
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4.1.2 補助電源出力をループ電源と し て用いる

図 5 ： 補助電源出をループ電源 と し て使用する場合の結線法

4.2 端子割当て

" 警告 ! 

長い信号ケーブルを使用中は高電圧の過渡電流が流れる こ と を考慮し て、 適当な過電圧保護回路
（例えばエン ド レ スハウザー社製 HAW560/562 等） を設ける こ と をお勧めし ます。

シ リ アル伝送ラ イ ンには、 シール ド付ケーブルをご使用 く ださい！

4.2.1 ケーブル仕様とバネ付端子台

本装置背面部に用意さ れている接続用部品は全て逆極性保護機構を持つネジ ま たはバネ付端子
台が採用されています。 この方式によ って接続作業が容易にかつ短時間ででき る よ う にな り ま し
た。 バネ付端子台はマイナス ド ラ イバー （サイ ズ 0） によ って ロ ッ ク解除する こ と ができ ます。

接続作業時には次の点を注意し て く ださい ：

• デジ タル入出力、 RS485 な らびにアナロ グ入力ケーブルの太さは、 断面積で 大 1.5 mm2

（14 AWG） （バネ付端子） のこ と。
• 電源ケーブルの太さは、 断面積で 大 2.5 mm2 （13 AWG） （ネジ端子） のこ と。
• リ レー用ケーブルの太さは、 断面積で 大 2.5 mm2 （13 AWG） （バネ付端子） のこ と。
• ケーブルの剥き幅は、 10 mm を目処とする。 

! 注意 ! 

撓みやすい線をバネ付端子に取 り 付ける場合は、 フ ェルールを使わないで く ださい。
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4.2.2 供給電圧

4.2.3 アナログ入力

3 桁の端子番号の 初の桁 X は、 チャネル番号に従って 1 ～ 6 に変化する （チャネル 1 の場合
X=1、 以下同じ）。

4.2.4 デジ タル I/O

タ イプ 端子

115 ～ 230 VA 電源装置、

48 ～ 63 Hz

L N GND

L 相 零電位、 N 接地

タ イプ 端子

x11 x12 x13 x14 x15 x16

電流入力 （+） （-）

電圧入力 （入力電圧 ：

1 V を超える場合）

（+） （-）

電圧入力 （入力電圧 ： 

1 V 以下の場合）

（+） （-）

2 線式測温抵抗体

（RTD）

（A） （B）

3 線式測温抵抗体

（RTD）

（A） b （電位測定） （B）

4 線式測温抵抗体

（RTD）

（A） a （電位測定） b （電位測定） （B）

熱電対 （TC） （+） （-）

タ イプ 端子

（-） （+） 91

デジ タル入力 デジ タル入力 1

補助電源出力、 非安定、

許容電流最大 250 mA

グ ラ ン ド 約 + 24 V
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4.2.5 リ レー

! 注意 ! 

リ ミ ッ ト 値によ る リ レー動作を規定する場合は、 「 リ レーの設定」 の項目で設定する こ と ができ
ます。

4.2.6 イーサネ ッ ト 接続 （オプシ ョ ン）

イーサネ ッ ト 接続

ネ ッ ト ワーク と の接続用に IEEE 802.3 規格に基づいた RJ45 コネ ク タ を本装置背面パネルに装備
し ています。 こ のコネ ク タにシール ド 付 RJ45 プラ グを差し込めば、 オフ ィ ス環境にあ る機器に
ス イ ッ チあ るいはハブを介し て接続する こ と ができ ます。 これらの機器 と の安全な距離間隔を保
つために、事務用諸設備標準規格 IEC 60950 を参照し て く ださい。 コネ ク タ ピンへの信号割当は、
MDI 規格 （AT&T258） に対応し てお り 、 1 ： 1 のシール ド ケーブルを使用すれば 100 メ ー ト ルま
で延ばすこ と ができ ます。 こ のイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェースは、 10 または 100-BASE-T を採
用し ています。 ク ロ スケーブルを使用する こ と によ って PC へ直接接続する こ と も可能です。

図 6 ： RJ45 ソ ケ ッ ト （AT&T256 に基づ く 信号割当）

LED 表示

装置背面にあ る イーサネ ッ ト コネ ク タの真下に 2 個の LED が用意されてお り 、 イーサネ ッ ト イ
ン ターフ ェースの状態を表示し ています。

タ イ プ 端子

41 42 31 32 21 22 11 13 12

アラーム

リ レー 1

ノーマル

オープン

（NO）

切換接点 ノーマル

ク ローズ

（NC）1

リ レー 2 接点 ノーマル

オープン

（NO）

リ レー 3 接点 ノーマル

オープン

（NO）

リ レー 4 接点 ノーマル

オープン

（NO）2

1) NC = ノーマルク ローズ （非励磁時開接点）

2) NO = ノーマルオープン （非励磁時開接点）



ペーパーレス記録計 配線

17

• 黄色 LED ： リ ン ク信号 ； 黄 LED の点灯は、 ネ ッ ト ワーク に接続されている こ と を表示し てい
ます。 本 LED が消灯し ている場合、 ネ ッ ト ワーク と の通信はでき ません。

• 緑色 LED ： Tx/Rx ； 緑 LED の点灯は、 本装置がネ ッ ト ワークにデータ を送信し ている と き、 あ
るいはネ ッ ト ワーク からデータ を受信し ている と きデータ情報に応じ て点灯 / 滅灯を繰 り 返し
ます。 それ以外は常に点灯し ています。

4.2.7 USB 接続

USB 接続

USB V1.1 と互換性のあ る USB-B ソ ケ ッ ト が本装置の前面に用意されています。 このコネ ク タ を
通し て本装置を ラ ッ プ ト ッ プ型コ ンピ ュータにつなぐ こ と ができ ます。 コネ ク タ ピンへの信号割
当は、標準 USB イ ン ターフ ェースに対応し てお り 、シール ド ケーブルを使 う こ と によ って 3 メ ー
タ まで延長が可能です。

4.2.8 RS-232/RS-485 イ ン ターフ ェース （オプシ ョ ン）

RS-232 接続

RS-232 と互換性のあ る 9 ピン D-Sub 型コネ ク タが本装置の背面に用意されています。 このコネ
ク タはデータやプロ グ ラ ムを伝送する と き、 あ るいはモデムへの接続等に使用する こ と ができ ま
す。 コネ ク タ ピンへの信号割当は、 標準 RS-232  イ ン ターフ ェースに対応し てお り 、 1 ： 1 シール
ド ケーブルを使 う こ と が可能です。

RS485 接続

RS485 と互換性のあ る コネ ク タが本装置の背面に用意されています。 このコネ ク タはデータやプ
ロ グ ラ ムを伝送する と き、 あ るいはモデムへの接続等に使用する こ と ができ ます。 接続時はシー
ル ド付ケーブルを使用し て く ださい。

" 警告 ! 

接続可能なのは、 いかな る と きでも RS-232 または RS-485 のいずれか一方です。

4.3 保護等級

本装置の前面は、 気密保護 IP54 の全ての要求事項を満た し ています。

D-SUB 型 9 ピン ソケ ッ ト

1 2 3 4 5 6 7 8 9

RS-232 信

号割当

シール ド TxD （出力

データ）

RxD （入力

データ）

グ ラ ン ド

図 7 ： RS-232 信号割当

" 警告 ! 

信号割当のないピンは空きのま まにし てお く こ と 。 RS-232/RS-485 

イ ン ターフ ェースは同時に使用でき ません。 「セ ッ ト ア ッ プ－通信」

のも と で使用する イ ン ターフ ェースの種別を選んで く ださい。

端子 RS485 信号割当 ：

GND

RxD/TxD +

RxD/TxD -

グ ラ ン ド

受信 / 送信 （+）

受信 / 送信 （-）
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4.4 接続後の状況確認

本装置の電気接続が完了し た ら、 次の点を確認し て く ださい。

装置の状態と仕様 メ モ

装置あ るいはケーブルに損傷がないか （外観検査） ？ -

電気的接続 メ モ

供給電圧が型式銘板の表示に合っているか？ 装置の型式銘板と 比較

ケーブルの取付には余裕があ るか （必要以上の張力が加え られていないか） ？ -

全ての端子はコ ン タ ク ト 部分でし っか り と固定されているか？ -
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5 操作

5.1 ク イ ッ ク操作ガイ ド

こ の装置には、 取扱説明書が組み込まれています。 ク イ ッ ク操作ガ イ ド を利用する こ と によ り 、
取扱説明書を参照せずに使用する こ と が可能です。 ス ク リ ーン上のボタ ンを押すこ と によ り 操作
説明がデ ィ スプレ イに表示されます。 この説明は操作の補足説明です。 テキス ト または メ ニュー
に記載されていない事項は全て本取扱説明書で説明いた し ます。 なお、 仕様を変更する場合があ
り ますので、 ご注意願います。

5.2 表示および操作部

図 8 ： 表示ユニ ッ ト / 制御ユニ ッ ト

操作要素（項番） 操作機能

1 Z ク イ ッ ク ク リ ターン ； ESC キー

UT 表示形式の切換

V 記録の巻き戻し （過去のデータ を表示）

W 現在時点まで記録を前進

F メ イ ン メ ニューを表示 ； ENTER キー

❍ ソ フ ト キー （例えば、 HELP 機能の呼び出しに割当可能）

1a ソ フ ト キーの機能表示

2 CF カード用ス ロ ッ ト
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5.3 テキス ト 文または数値の入力

テキス ト 文または数値の入力用と し てバーチャルキーボード が用意されています。 この仮想キー
ボード は、 必要に応じ て自動的に画面に表示されます。 こ の画面上では、 矢印キーで必要な文字
を選択し、 "E" キーで確定し ます。 なお、 入力はアルフ ァベッ ト および数字に限 り ます。

図 9 ： バーチャルキーボード

5.4 エラー メ ッ セージの確認

画面に表示されたエラー メ ッ セージを確認する と きは、 "E" キーを押し ます。

5.5 通信

5.5.1 シ リ アルイ ン ターフ ェ ース / モデム / イーサネ ッ ト 経由による通信

RS-232/RS-485

RS-232 シ リ アルイ ン ターフ ェースは装置背面のコネ ク タ を介し てア ク セス可能です
（9- ピン D-Sub ソ ケ ッ ト ）。

2a CF カード の取 り 出し キー

" 警告 ! 
LED が点灯し ている場合は作動させないで く ださい （2b） ! データ を失 う 可能性が大

き く な り ます !

2b CF ス ロ ッ ト の LED

黄色 LED の点灯は、 CF カードへのデータ転送中を示し ます。

2c USB ソ ケ ッ ト

3 測定値表示用ウ イ ン ド ウ

測定の現在値を表示する。 表示される測定データは、 選択し た信号によ る。

! 注意 ! 
も し測定点が限界値に達し た場合には、 対応するチャネル識別コード が赤色で表示さ

れます （限界値の即時検出）。 装置操作中は、 測定は中断する こ と な く 続け られます。

4 セ ッ ト ア ッ プ メ ニューに、 現在日時と 操作項目が表示されます。

5 CF カード の書込完了部分が全体に対する％で表示される。 または操作コード がセ ッ ト

ア ッ プ メ ニューに表示される。

6 デ ィ スプレ イ上の LED 表示機能 （NAMUR NE44 によ る ： ）

• 緑色 LED の点灯 ： 電源 OK、 装置エラーな しで稼動中です。

• 赤色 LED 点滅 ： 装置－外部機器間に問題が生じ ていないかど う かのチェ ッ ク が必要

か （例えば、 ケーブル断線等）、 現状を通知する 「 メ ッ セージ / 注意」 が保留中を示

す、 あ るいは、 校正作業実行中を表示し ます。

操作要素（項番） 操作機能
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! 注意 ! 

RS-232 と  RS-485 イ ン ターフ ェース を両者同時に使用する こ と はでき ません。 所要の イ ン ター
フ ェース タ イプは "Communication - Serial Interface" セ ッ ト ア ッ プで選択し て く ださ い。

二者択一的に RS-232 イ ン ターフ ェースに替えて、RS-485 シ リ アルイ ン ターフ ェース を装置背面
のコネ ク タ を介し てア ク セスする こ と も可能です。

" 警告 ! 

RS-232/RS-485 変換器を使 う 場合は、 その機器が 「送信」 と 「受信」 の切換を自動的に行 う こ と
を確認し て く ださい （例えば、 W+T 社製 86000 型）。

モデムリ ン クの設定

原則と し て、AT コマン ド セ ッ ト を持つモデムは全て、本装置と PC 間を RS-232  イ ン ターフ ェー
ス を介し てデータ転送が可能です。

! 注意 ! 

モデムの選択にあたっては、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ機能付産業用モデムをお勧めし ます。

装置側モデム

本装置設置後に接続されるモデムは、 作動前に一度 PC ソ フ ト ウエア （モデムの準備） に従って
初期化を必ず行って く ださい。 こ の時モデムは、 モデムに添付されている本来のケーブルを使用
し て PC に接続し て く ださい。

初期化は、 必ず測定装置 と 同じデータ フ ォーマ ッ ト （ボーレー ト 、 データ ビ ッ ト 、 パ リ テ ィ 等）
で行って く ださい。

初期化が完了し た ら、 専用モデムケーブルで本装置に接続し ます。

接続ケーブルは、 TxD、 RxD、 GND の 3 本の信号線が必要です。

モデム信号ケーブル

! 注意 ! 

モデムに当初添付さ れて き たケーブルを本装置接続用には使用で き ません。 その理由は、 イ ン
ターフ ェース コネ ク タの信号割当が同じになっているからです。

図 10 ： モデムによ る本装置－ PC 間の接続

PC 側モデム

PC 側で作動するモデムは、 初期化の必要はあ り ません。 PC への接続は、 モデムに添付されてい
る ケーブルを使用し て く ださい。

PC から受信装置への 初の接続は以下の要領にて行います ：

• ReadWin® 2000 上で、 " デ ィ スプレ イ / 接続機器の設定変更 / 接続機器の追加 " を選択し ます。
• 装置を選択し、 イ ン ターフ ェースパラ メ ータ をマニュ アルで設定し ます （COM ポー ト 、 ボー

レー ト 、 データ ビ ッ ト 数、 パ リ テ ィ ）。
• モデム操作を起動し ます－モデムのセ ッ ト ア ッ プ
• 受信装置の電話番号を入力し ます。
• "OK" が表示されます。
• 以上の操作から、 受信装置の電話番号入力によ ってモデムを介し て装置が接続され、 "OK" の

表示と と もに通信が開始されます。
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図 11 ： モデムケーブルの信号割当

イーサネ ッ ト への接続 （TCP/IP）

基本的には、 全てのイーサネ ッ ト 内蔵機器を PC ネ ッ ト ワーク （TCP/IP イーサネ ッ ト ） に統合
する こ と ができ ます。

本装置は PC ソ フ ト ウエア ReadWin® 2000 を使用する こ と よ ってネ ッ ト ワークにア ク セスする こ
と が可能です。 ド ラ イバーソ フ ト ウエア （"COM redirection"） を PC にイ ン ス ト ールする必要は
あ り ません。 その理由は、 PC の ソ フ ト ウエアがイーサネ ッ ト に直接ア ク セスでき る機能を有し
ているためです。

システムパラ メ ータ "IP ア ド レ ス "、 " サブネ ッ ト マス ク " な らびに " ゲー ト ウ ェ イ " を装置側
にて直接入力し て く ださい。

設定の変更は、 入力が受け入れられ、 セ ッ ト ア ッ プ メ ニューが閉じ られる まで有効 と はな り ませ
ん。 新しい設定が有効になった後で、 本装置は新しい設定によ って作動し ます。

! 注意 ! 

同時刻に、 1 台のサーバーと複数の PC 間で通信を行 う こ と は不可能です。 この場合、 2 台目の
PC は接続を試みた直後に、 エラー メ ッ セージを受け取 り ます。

イーサネ ッ ト の設定

PC ネ ッ ト ワーク間と の接続が確立する前に、 本装置内のシステムパラ メ ータ を 
" 設定 - 接続 -  イーサネ ッ ト " 経由で必ず設定し て く ださい。

! 注意 ! 

システムパラ メ ータは、 当該ネ ッ ト ワーク管理者から得る こ と ができ ます。

次のシステムパラ メ ータの設定は必須です ：

1. IP ア ド レ ス

2. サブネ ッ ト マス ク

3. ゲー ト ウ ェ イ

! 注意 ! 

この メ ニューは、 本装置がイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェース を内蔵し ていない場合現れる こ と はあ
り ません。

5.5.2 PC ソ フ ト ウエア ReadWin® 2000 経由によるネ ッ ト ワーク内通信

パラ メ ータの設定と、PC ネ ッ ト ワークへの接続が完了し た時点から ネ ッ ト ワーク内の任意の PC
と の通信が可能と な り ます。

この段階に到達するためには次の手順を踏んで く ださい ：

1. 通信を行お う とする PC に、添付されている ソ フ ト ウエア ReadWin® 2000 を イ ン ス ト ールし
ます。

2. 新規ユニ ッ ト の場合データベースに登録されます。 装置に関する情報の入力が完了し た ら、
設定情報の転送方法を選択し て く ださい。 今回の場合は、 「イーサネ ッ ト （TCP/IP） 」 を選
択し ます。
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図 12 ： データベースへの機器の登録

次に IP ア ド レ ス を入力し ます。 ポー ト ア ド レ ス （Port address） は 8000 です。

本装置に設定されるユニ ッ ト ア ド レ ス （Unit address） と リ リ ース コー ド （Release code） は、 正
し く 設定し て く ださい。

図 13 ：  IP  ア ド レ スの入力

"Continue" キーを押下する と、 "OK" 表示と と もに転送が開始されます。

接続が確立し、 同時にユニ ッ ト 情報がデータベースに格納されます。
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6 設定と調整

6.1 機能確認

本装置を動作させる前に、 下記に示す接続後の状況確認項目のチェ ッ クが全て実施されている こ
と を確認し て く ださい。

• 3.5 項 「設置状況確認」 を参照
• チェ ッ ク リ ス ト 4.4 項 「接続後の状況確認」 を参照

6.2 電源投入

電源投入と共に、 デ ィ スプレ イが明る く な り 操作に対する準備が完了し ます。

• 初の作動時には取扱説明書の記載に従ってセ ッ ト ア ッ プを実行し て く ださい。
• すでに設定済みの装置を稼動すれば、設定情報に従って測定が直ちに開始されます。 この と き、

指定された表示グループの値がデ ィ スプレ イ上に現れます。

6.2.1 使用言語の指定

使用言語の初期値は英語に設定されていますが、 他の言語への変更はセ ッ ト ア ッ プにて可能です
（6.4.2 項を参照）。

6.3 CF カー ド経由での設定

6.3.1 概要

設定データへのア ク セス制限は、 工場出荷時点では解除されていますが、 これを再度ロ ッ クする
こ と も可能です。 幾通 り かの方法があ り ます。

4 桁の解錠コード を入力する （→ 6.4.2 項 「セ ッ ト ア ッ プ－基本設定」 を参照）。

ロ ッ ク状態では、 基本設定を確認する こ と ができ ますが変更する こ と はでき ません。

6.3.2 PC 経由での設定

本装置はまた、 PC 経由で設定や運転を行 う こ と ができ ます。 下記項目はこ の目的のために用意
されている ものです ：

1. コ ンパク ト フ ラ ッ シュ （CF） カード用ス ロ ッ ト 、 CF カード上に保存されているパラ メ ータ
を読取る ために使用する。

2. 背面にあ る RS-232/RS-485/ イーサネ ッ ト  イ ン ターフ ェース、 PC と の接続する。

3. フ ロ ン ト パネル上の USB ポー ト 、 PC と の接続する。

図 14 ： 実施例 ： PC 経由のセ ッ ト ア ッ プ
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PC 経由での設定手順 ：

ソ フ ト ウエアのイ ンス ト ール ：

! 注意 ! 

ソ フ ト ウエアを起動するためには "Arial Unicode MS" フ ォ ン ト がイ ン ス ト ールされている必要が

あ り ます。 イ ン ス ト ールされていない場合、 あ る文字が正し く 表示されなかった り 、 あ るいは

全 く 表示されなかった り し ます。 こ のフ ォ ン ト がイ ン ス ト ールされているかど う かは、 "Control 

Panel - Fonts" でチェ ッ クする こ と ができ ます。 も し このフ ォ ン ト がイ ン ス ト ールされていない

場合は、 Microsoft Office または Microsoft Windows のマニュ アルを参照し て く ださい。

1. PC に添付されている ソ フ ト ウエアを PC イ ン ス ト ールし ます。 必要に応じ て、 イ ン ス ト ー
ル終了後にソ フ ト ウエア上にあ る取扱説明書を印刷し て く ださ い。

2. プロ グ ラ ムを起動し ます。

開始

当該 PC （またはラ ッ プ ト ッ プコ ンピ ュータ） にソ フ ト ウエアを イ ン ス ト ール

電源投入

PC 間と の通信手段を指定し、 接続を確認

装置側の通信パラ メ ータ をチェ ッ ク （6.4.5 項 「セ ッ ト ア ッ プ－通信」 を参照 ）

PC 側ソ フ ト ウエア内に新規ユニ ッ ト と し て登録し、 イ ン ターフ ェース条件を設定

一度 PC が装置を認識すれば、 現状の設定パラ メ ータが表示される次に、 全てのパラ メ ータが設定可能

と な る （次章参照）

設定値がデータベース上に格納され、 同時に装置にも送られる

終了
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" 　 警告 ! 

まず 初に本装置への結線を行い、 その後で PC に接続し て く ださい。 取外しの場合はこの
逆の順序で行って く ださい。

3. これで、 本装置は PC 経由での設定がな されま し た。 詳細は、 ReadWin® 2000 の取扱説明書
またはヘルプを参照し て く ださい。

PC 経由セ ッ ト ア ッ プの利点

• データベースに格納された設定データはいつでも読み出すこ と ができ ます。
• テキス ト 入力がキーボード から素早 く かつ効率よ く 実行でき ます。
• 測定値の読み出し、 圧縮処理、 PC 画面への表示が全て一つのプロ グ ラ ム上ででき ます。

! 注意 ! 

設定のために同時に複数のイ ン ターフ ェース を使用する こ と はできません。
" 設定 - 接続 " 設定 メ ニューで使用する イ ン ターフ ェース を指定し て く ださい。

シ リ アル接続時の手順

1. シ リ アルイ ン ターフ ェース （RS-232 / RS-485、 USB またはイーサネ ッ ト ） を用いて本装置
と PC を接続し ます。

2. PC を起動し、" 接続機器 - デ ィ スプレ イ / 接続機器の設定変更 / 接続機器の追加 " メ ニュー
を開き ます。

3. 装置パラ メ ータ を再設定し、次に " 終了 / 接続機器にデータ転送 " を選択し ます。変更され
たパラ メ ータは自動的に本装置へ転送されます。

4. これらの装置パラ メ ータは 終的にデータベースに保存し て く ださ い。 そのため、 後に "
終了 / 接続機器の設定を上書き保存する " で上書き保存し て く ださい。

6.3.3 コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カー ド経由のセ ッ ト ア ッ プ

PC に保存されている装置設定データ を、 通常の操作画面あ るいは読み出しプロ グ ラ ムを使用し
て コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カード に保存する こ と ができ ます。この設定データは、" メ イ ン メ ニュー
- コ ンパク ト フ ラ ッ シュ機能 - CF よ り 設定データ を ロード " によ って ロ ッ ク解除されていれば、
装置への書込みが可能と な り ます。

! 注意 ! 

この機能を有効にするために、 あ らかじめ本装置を PC のデータベースに登録し てお く 必要があ
り ます。

コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カー ド を用いたセ ッ ト ア ッ プ手順 ：

1. セ ッ ト ア ッ プ情報のコ ンパク ト フ ラ ッ シュ カードへのコ ピー

- フ ォーマ ッ ト 済のコ ンパク ト フ ラ ッ シュ カード を本装置のカード ス ロ ッ ト に挿入する
- メ イ ン メ ニューにおいて、"CompactFlash （CF） functions -> Copy setup to CF" を選択する。
- メ イ ン メ ニューにおいて、"CompactFlash（CF） functions -> Safely remove CF " を選択する。
- 本装置から コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カード を取 り 出し、 それを PC のコ ンパク ト フ ラ ッ シュ

カー ド ス ロ ッ ト に挿入する。ただし、カード ス ロ ッ ト が用意されている場合についてのみ。

2. PC ソ フ ト ウエア上での設定の調整と対応するデータベースへの保存 ：

- "Display/Change unit setup/Add new unit -> Unit setup -> New read out from data carrier（e.g.
diskette, CompactFlash card, ATA flash） " メ ニューを選択し、 適切なセ ッ ト ア ッ プフ ァ イ
ル （*.RPD） を コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カード ス ロ ッ ト （例えば B ： ） から読み込む。

- 装置パラ メ ータ を調整
- "Finished/Store setup into unit database" 設定 メ ニューを選択。 新しいセ ッ ト ア ッ プパラ

メ ータが PC データベースに格納される。 新規のセ ッ ト ア ッ プフ ァ イルが PC のコ ンパク
ト フ ラ ッ シュ カード に転送される ："Finished/Create setup data carrier （CompactFlash card/
ATA flash card） " メ ニューにて転送先デバイ ス を指定する。 .

- コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カード を PC のカード ス ロ ッ ト から取 り 出し、 それを本装置のカー
ド ス ロ ッ ト に挿入する。

3. 一台あ るいは複数台の本記録装置から新しいセ ッ ト ア ッ プ情報を読取る ：

- メ イ ン メ ニューにおいて、"CompactFlash（CF）functions -> Load setup from CF" を指定する。

" 警告 ! 

も し セ ッ ト ア ッ プ情報が保存さ れた コ ンパ ク ト フ ラ ッ シ ュ カー ド の取出し がな されなかった場
合は、 測定値の記録保存が約 5 分後に開始されます。 セ ッ ト ア ッ プデータはそのま ま保存されて
います。 セ ッ ト ア ッ プデータが格納されている コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カードへの測定値記録保存
を望まない場合は、 コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カード を変更し て く ださい。
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" 警告 ! 

安全で正し いデータ記録を保証する ために弊社指定のコ ンパ ク ト フ ラ ッ シ ュ カー ド を ご使用 く
ださい （第 8 章 「ア ク セサ リ 」 を参照）。

6.4 装置の構成と設定

• F キーを押下し ます。 メ イ ン メ ニューが現れます。
• V または W キーを使用し て、 所要の項目を選択し ます。
• よ ろ しければ、 F を押し ます。
• 現在の選択項目に関し てヘルプを呼び出すと きは、 ソ フ ト キー ❍ を使用し ます。

セ ッ ト ア ッ プ時の各キーの働き

Z 入力を取 り 消し一つ前の画面に戻 り ます。

UT カーソルを左または右に移動し ます。

VW バーを上または下に移動し ます。 パラ メ ータ / 符号を変更し ます。

F ： 入力キー = 強調表示された機能を選択し ます。 パラ メ ータの変更を開始し ます。

! 注意 ! 

• 各々のパラ メ ータは、 ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの機能を利用し て修正する こ と ができ ます。
• 変更されたパラ メ ータは、何回か Z キーを押し、一度通常状態に戻って初めて有効 と な り ます

（こ の変更が容認できれば F キーで確認し ます）。 この時まで、本装置は変更前のパラ メ ータで
動作し ています。

装置構成 / 設定の手順 ：

開始

基本設定 （使用言語、 日付 / 時間、 自動保存間隔、 コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カード の有無、 等々）

アナロ グ入力信号に対する設定 （信号の種類、 入力信号範囲、 等々）

デジ タル入力信号に対する設定 （機能、 記号表示、 等々）

目標値、 警報 リ レーの信号設定 （必要に応じ て行 う ）

リ レーに対する信号設定 （動作モード、 詳細、 等々）

通信に対する設定 （USB/RS-232/RS-485/ イーサネ ッ ト ）

終了
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6.4.1 セ ッ ト ア ッ プ画面

図 15 ： セ ッ ト ア ッ プ画面

個々のパラ メ ータについては下記に示す各区分毎に要約し ています ：

パラ メ ータ入力の原則 ：

1. パラ メ ータの変更はそれぞれ F キーによ って始めます。

2. 数値データ、 記号、 候補 リ ス ト の間を ス ク ロールする場合は、 V キーまたは W キーを使用
し ます。

3. パラ メ ータが正し く 設定された と きは、 F キーを押下し ます。

! 注意 ! 

• 灰色で表示されている設定値は、 いずれも選択する こ と も変更する こ と もでき ません （注意ま
たはオプシ ョ ンのみの利用または起動は不可）。

• 工場出荷時設定値 "0000" （初期値） の と き、 設定は常に可能です。 4 桁の解錠コー ド を入力す
る こ と によ って、 認定されていない不正操作によ る設定変更を防ぐ こ と ができ ます。 も し装
置パラ メ ータがキーボード によ って変更される場合、 解錠コード は後刻設定変更がな される
と きに入力し ます。
助言 ： 解錠コード は メ モを取ってお く 。 その メ モは誰から も類推でき ない と こ ろに保管し てお
く こ と。

• 変更された設定値は、 何度か Z キーを押し て一度通常状態に戻って初めて有効と な り 、

F キー操作で確定し ます。 こ の時まで、 本装置は変更前のパラ メ ータで動作し ています。

"Basic settings" （基本設定）

6.4.2 項を参照

チャネルに依存し ない設定項目、 日付、 時間等

"Signal settings" （信号設定）

6.4.3 項を参照

接続されている アナロ グ入力信号 （目標値設定を含む）、 リ レー信号、 デ

ジ タル入力信号に対する設定

"Signal analysis" （信号解析）

6.4.4 項を参照

時間範囲または時間間隔を事前設定する ための信号解析セ ッ ト ア ッ プ、 信

号解析を手動 リ セ ッ ト する ための メ ニューこ の機能はデジ タル入力信号

が、 カ ウ ン タ信号と し て動作し た と きのみ目に見え る形を取る！

"Communication" （通信）

6.4.5 項を参照

USB、 RS-232、 RS-485 またはイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェース を使用する

と きに必要と な るセ ッ ト ア ッ プ （PC 操作、 シ リ アルデータ読み出し、 モ

デム操作、 等々）。

"Service" （点検 ・ 修理）

6.4.6 項を参照

校正に対する設定、 等々

" 警告 ! 

設定の変更は熟練者のみが行 う こ と 。 誤った設定がな された場合、 装置の

動作は保証されない！
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6.4.2 セ ッ ト ア ッ プ－基本設定

チャネルに依存し ない設定項目、 日付、 時間等

基本設定の手順

図 16 ： セ ッ ト ア ッ プ－基本設定

開始

ユニ ッ ト 識別コード を指定する

使用言語を リ ス ト から選択する

十進分離記号 （コ ンマまたはピ リ オ ド） を選択する

温度の計量単位 （℃、 °F、 K） を選択する

測定値の保存サイ クルを指定する

ア ラームサイ クルを指定する （= 警報限界値を超えた と きの測定値保存サイ クル）

解錠コード を指定する工場出荷時設定値 ： "0000"、 すなわち装置設定は常に有効

日付 / 時刻を指定する

外部記憶 メ モ リ を指定する （CF）

背景の照明を設定、 「ス ク リ ーンセーバー」 の採用は背景用照明具の寿命を延ばし て く れる

終了
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"Basic settings"
（基本設定）

メ ニュー項目

設定可能パラ メ ータ

デバイス指定 個々のユニ ッ ト 識別コード （ 大 22 文字）。

!  注意 ! 

ユニ ッ ト 識別コード も コ ンパク ト フ ラ ッ シ ュ カード に保存される。

"Language" （言語） 本装置で使用される言語を指定する （日、 独、 英の中から選択）。

Decimal separator"

（十進分離記号）

十進分離記号の表示位置を指定する。 候補 リ ス ト ： コ ンマ、 ピ リ オ ド

"Temp. unit"

（温度の計量単位）

温度の計量単位を選択する。 全ての直接接続された熱電対または測温抵抗体 （RTD） はあ らかじめ登録された工学

単位系で表示される。 候補 リ ス ト ： ℃、 °F、 K

"Save cycle"

（保存サイ クル）

通常操作時のサイ クルを指定 （= 警報値無）、 この と き測定データは表示 ・ 保存が行われる。

候補 リ ス ト ： off、 100ms … 1h

"Alarm cycle"

（アラームサイ クル）

ア ラーム状態 （例えば、 警報限界値を超えている と き） でのサイ クルを指定する、 こ の と き測定データは表示 ・ 保

存が行われる。

候補 リ ス ト ： off, 100ms ～ 1h

"Release code"

（解錠コー ド）

解錠コード を使用する こ と によ って、 第三者によ るセ ッ ト ア ッ プへの不正なア ク セス を防ぐ こ と ができ る。 パラ

メ ータ を変更する と きには正しい解錠コード を入力する。 工場出荷時設定 ： "0"、 即ち変更は常時可能。

助言 ： 解錠コード は メ モを取 り 安全な場所に保管する こ と。

"Set point code"

（限界値設定コー ド）

本装置は解錠コード によ って保護されている。 も し限界値設定コード が設定されていれば、 ユーザーは本コード ま

たは解錠コード を入力する こ と によ って警報限界値を変更する こ と ができ る （ただし、 他の全ての操作情報は変更

でき ない）。

工場出荷時設定値 ： "0" は、 解錠コード の入力によ ってのみ警報限界値の変更が可能であ る こ と を意味し ている。

!  注意 ! 

警報限界値設定コード と 解錠コード を同じ コード に割 り 振ら ないこ と 。

サブ メ ニュー ：

"Date/time setup"

（日付 / 時刻の設定）

何種類かの日付、 時刻の設定があ る。

図 17 ： セ ッ ト ア ッ プ－基本設定 "Date/time setup" サブ メ ニュー

"Date format" （日付書式） 日付の表示書式を指定する。

"Time format" （時刻書式） 時刻の表示書式を指定する。候補 リ ス ト ： AM/PM 12 時間表示 または 24 時間

表示

"Actual date" （現在日付） 現在日付を設定する。

"Actual time" （現在時刻） 現在時刻を設定する。

"NT/ST changeover"

（夏時間 / 標準時間の切換）

夏時間 / 標準時間の切換機能

“Automatic” ： 地域の規則に従って切換

“Manual” ： 次の住所のなかで設定可能

“Off” ： 何も行わない

"NT/ST region"

（夏時間 / 標準時間の地域）

夏時間 / 標準時間切換のための地域指定を行 う 。

候補 リ ス ト ： ヨーロ ッ パ、 米国
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"Date NT -> ST"

（日付 標準時間→夏時間）

標準時間か ら夏時間への切換が起こ る日の設定

"Time NT -> ST"

（時間 標準時間→夏時間）

標準時間か ら夏時間への切換が起こ る日の 1 時間時計の針が進む時刻

（書式 ： hh:mm）

"Date ST -> NT"

（日付 夏時間→標準時間）

夏時間から標準時間への切換が起こ る日の設定

"Time ST -> NT"

（時間 夏時間→標準時間）

夏時間から標準時間への切換が起こ る日の 1 時間時計の針が遅 く なる時刻

（書式 ： hh:mm）

サブ メ ニュー ：

"Display" （表示）

多様な測定データの表示に関する一般的な設定、 例 ： グ リ ッ ド等

図 18 ： セ ッ ト ア ッ プ－基本設定 "Display" サブ メ ニ ュー

"Channel identifier"

（チャネル識別）

"Standard, 10 digit" （標準 ： 10 桁）

"With additional channel info." （追加チャネル情報） ： 1 チャネル当た り 、 大

13 文字によ る テキス ト 情報の追加が可能。 言い換えればチャネル識別コード

は、 例えば個々の TAG 番号 （例 ： 発電所のタ グシステム） で補足する こ と が

でき る。

!  注意 ! 

通常の操作においては、 この追加情報は 10 桁のチャネル識別コード に同調し 

U T キーに従って リ ス ト 表示される （第 6 章 「設定と 調整」 を参照）。

"Group identifier"

（グループ識別コー ド）

PC ソ フ ト ウエアによ って使用される グループ識別コード。 10 桁のテキス ト

を入力する。

"Grid divisions"

（グ ッ リ ド分割）

「曲線」 表示モード で画面上に表示される線図の数を指定する （振幅格子）。

例 ： 0 ～ 100% 表示 ： 10 分割を選択、 0 ～ 14pH 表示 ： 14 分割を選択。 候補 リ

ス ト ： 1 ～ 20

サブ メ ニュー ：

"External memory"

（外部メ モ リ）

外部データ記憶媒体への設定、 書き込みデータの指定、 書式の指定。

図 19 ： セ ッ ト ア ッ プ－基本設定、 "Ext. memory" サブ メ ニュー

"Basic settings"
（基本設定）

メ ニュー項目

設定可能パラ メ ータ
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"Memory buildup" （メ モ リ増強） "Stack memory" ： データ記憶媒体に全てデータが書き込まれる と、 それ以降

データの書き込みを中止する。

"Ring memory （FIFO） " ： 一旦全ての メ モ リ にデータが書き込まれる と、 それ

以降の書き込みデータ を受け取る毎に、 一番古いデータ を消去し て新しい

データ を受け付けます （先入れ先出し動作 メ モ リ ； FIFO）。

"Save as" （新規保存） "Protected format" ： 全てのデータは、 暗号化フ ォーマ ッ ト によ り 不正操作か

ら保護された方式で保存される。 このデータの取 り 出しは、 弊社製プロ グ ラ

ムを使用する と きのみに限られます。

"Open format （*.csv） " ： データはコ ンマで区切られた CSV フ ォーマ ッ ト で保

存されます。 この方式では、 数多 く の異なったプロ グ ラ ム と の間でデータの

交換ができ る （例えばマ イ ク ロ ソ フ ト 社製 Excel）。 （注意 ： 不正操作にたい

する保護機能な し）

"Both formats"

"Separator for CSV"

（CSV 分離記号）

使用する アプ リ ケーシ ョ ンプロ グ ラ ムにおいて分離記号に何を使 う かを指定

する （例 ： Excel においてはセ ミ コ ロ ンを使用）。 候補 リ ス ト ： コ ンマ、 セ ミ

コ ロ ン

"Warning at"

（警告点）

データ記憶媒体の使用率 （%） があ る値に到達し た と きに警告を発する。 警告

は装置表面に表示される。 同時に状況一覧表にも記録される。 リ レーも また 

"ON" に切 り 替わる。

"Switches output"

（スイ ッ チ出力）

データ記憶媒体の "Data carrier full" 警告が発せられた と き、 リ レーの出力も

また "ON" に切 り 替わる。

候補 リ ス ト ： 使用せず、 リ レー 1 ～ 4 （Cl. xd-xd）

サブ メ ニュー ：

"Screen saver"

（スク リーンセーバー）

!  注意 ! 

液晶表示装置の寿命を延ばすために画面背景の照明を自動的に消灯する こ と ができ る （= ス ク リ ーンセーバー -）。

図 20 ： セ ッ ト ア ッ プ－基本設定、 "Screen saver" サブ メ ニュー

"Screen saver"

（スク リーンセーバー）

“Switched off” ： 液晶表示装置は常に点灯状態

“Switch on for x min.” ：  x 分経過後画面は暗 く な る ただし、 他の全ての機能は

その動作状態を保持し ている。 押し ボタ ンを操作する と 、 画面は再び明る く

な り ます。 （x = 10, 30, 60 min.）

“Switched daily” ： タ イ ム スパンを入力し ます。

"ON daily from" （日常の点灯時刻） 画面背景の照明を何時に点灯させるかを時刻で （hh:mm） 設定する （例えば

開始時間を移動する と き）。

"OFF daily from" （日常の消灯時刻） 画面背景の照明を何時に消灯させるかを時刻で （hh:mm） 設定する （例えば

終了時間を移動する と き）。

"Basic settings"
（基本設定）

メ ニュー項目

設定可能パラ メ ータ
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6.4.3 セ ッ ト ア ッ プ－信号設定

アナロ グ入力、 デジ タル入力、 リ レーな らびに目標値をそれぞれ設定し ます。

アナログ入力信号設定手順

図 21 ： セ ッ ト ア ッ プ－信号設定

開始

アナロ グ入力信号種別を指定する （電流、 電圧、 測温抵抗体、 熱電対）

アナロ グ入力信号範囲を指定する （例えば電流入力に対し て 0-20 mA 等）

チャネル識別コード を入力する

描画表示形式を選択する

測定単位を入力する

小数点以下の桁数を指定する

測定範囲と 表示倍率範囲を入力する

ダンピング / フ ィ ルタ係数を入力する （必要に応じ て）

測定範囲の 初と 後のオフセ ッ ト を入力する

障害時の動作モード を設定し ます （例えばケーブルが断線し た と き）

目標値を設定する必要あ り ？ ハイ

（YES）

->

信号設定→ "set points" （目標値）

（38 ページを参照）

イ イエ （NO）

終了
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"Signal settings"
（信号設定）

メ ニュー項目

設定可能パラ メ ータ

サブ メ ニュー ：

"Analog inputs"

（アナログ入力）、

"Analog input x"

（アナログ入力 X）

接続されている アナロ グ信号測定点の設定

選択された入力チャネルの一覧または設定変更

図 22 ： セ ッ ト ア ッ プ－信号設定、 アナロ グ入力サブ メ ニュー、 アナロ グ入力 X

"Signal" （信号） 接続信号の種別を選択する （電流、 電圧、 等々）。 信号の種別が選択されてい

ない場合、 信号は接続断と な る （工場出荷時初期値）。

候補 リ ス ト ： 接続断、 電流、 電圧、 測温抵抗、 RTD、 熱電対

"Range" （測定範囲） 接続された測温抵抗体、 熱電対の入力電圧範囲、 抵抗値範囲を指定する。

それぞれの端子台への信号割付は取扱説明書あ るいは装置背面パネルに示さ

れている。

"Connection" （接続） 測温抵抗体 （RTD） の引き出し線の方式 （ 2-, 3- または 4- 導線式） を指定す

る。

"Enter channel identifier"

（チャネル識別コー ドの入力）

アナロ グ信号入力 （例えば " 圧力 "、 " 温度 "、 " 熱 "、 等々） の測定点に対す

る識別コード。 10- 桁のコード を入力する。

"Additional info." （追加情報）

! 注意 ! 

基本設定でス イ ッ チが ON になって

いる と きのみ可能です。

チャネル識別コード に関する追加情報、 例えばそれぞれの測定点の TAG 番号

（例 ： 発電所の TAG 番号） 通常操作においてはチャネル識別コード と組んで 

"<-" または "->" に従って表示される。 13 文字の入力

"Plot type" （描画表示形式） アナロ グ入力信号は 100ms サイ クルでスキ ャ ン されている。 保存サイ クルに

依存するが、 選択されたデータがスキ ャ ンデータか ら選別され、 かつ保存さ

れる ：

"Instantaneous value" ： 記憶時間の入力データ （瞬時値） が保存される。

"Average" ： 記憶時間に計算された平均値が保存される。

"Minimum value" ： 小値が計算されて保存される。

"Maximum value" ： 大値が計算されて保存される。

"Envelope curve" ： 小値と 大値の両者が保存される （よ り 大きい メ モ リ 容

量が必要 と される）

"Engineering unit" （工学単位） 入力測定量を表すための工学 （物理） 単位の入力 （例えば bar、 ℃、 m3/h、

等々）。 6- 桁入力。

"Decimal point" （小数点） 小数点以下を表す数字の桁数。 候補 リ ス ト ： 0 ～ 5 の数字

"Range start" （測定範囲の開始点） 変換器は物理量をあ る一つの標準的な信号に変換する。 例えば、 0-14 pH を

計るセンサーはこれを 4-20 mA の電気信号に変換する。 測定範囲の開始点を

入力する。 0-14 pH の場合は、 "0" が入力値と な る。

"Meas. range span"

（測定範囲のスパン）

"Meas. range start" （測定範囲の開始点） の場合と同様。 測定範囲の 終値を

入力する。 例えば、 0-14 pH 変換器の場合は "14" が相当する。



ペーパーレス記録計 設定と調整

35

"Zoom start"

（表示倍率の開始点）

も し変換器の測定範囲が、 入力信号の全測定範囲を大き く 上回る場合、 分解

能を高める ために、 要求測定範囲の低い値を こ こ では設定する。 例えば、 使

用変換器の全測定範囲が 0 - 14 pH、 要求測定範囲が 5 - 9 pH の場合は、 "5" 

を設定する表示倍率は、 保存に対し て何の影響も与えない。

"Zoom end" （表示倍率の最終点） "Zoom start" （表示倍率の開始点） の場合と 同様。 こ こでは要求測定範囲の高

い値を入力する。 例えば、 使用変換器の全測定範囲が 0 - 14 pH、 要求測定範

囲が 5 - 9 pH の場合は、 "9" を入力する。

"Damping/filter"

（ダンピング / フ ィ ルタ）

工場出荷時初期値 ： 0.0 s 測定信号に不必要な混信が増えて きた と き、 よ り 高

い値を こ こ で入力する。 結果 ： 急激な変動が抑え られる。

"Comparison point" （比較接点） 熱電対に直接接続する と きのみ用いられる。

Internal ： 接続端子台の温度を測定する こ と によ って電圧誤差を補償する。

External x ℃ / x °F ： 温度コ ン ト ロールされた外部の比較測定点のデータ を用

いる こ と によ って電圧誤差を補償する。

"Comparison temp." （比較温度） 外部の比較温度に対する環境設定 （熱電対接続時のみ）

サブ メ ニュー ：

"Meas. value correct （offset） "

（測定値補正 - オフセ ッ ト ）

補正データ、 この値はよ り 正確な評価が行われる前に入力される （例えば、

測定の連鎖的な許容誤差を滑らかにする ために）。

次に示す指示に従 う こ と。

1. 下方の測定範囲内で実際の値を求める。

2. 上方の測定範囲内で実際の値を求める。

3. それぞれの目標値と 実際の値を、サブ メ ニュー "Lower correction value" と  

"Upper correction value" の中に入力する。

Lower correction value ：

下方測定範囲における補正データ例 ： 測定範囲 0°C ～ 100°C ；

Target value ： 要求される目標値を入力する （例えば ： 0°C）。

Actual value ： 実際の測定値を入力する （例えば ： 0.5°C）。

Upper correction value ：

上方測定範囲における補正データ例 ： 測定範囲 0°C ～ 100°C ；

Target value ： 要求される目標値を入力する （例えば ： 100°C）。

Actual value ： 実際の測定値を入力する （例えば ： 100.5°C）。

サブ メ ニュー ：

"Fault mode" （障害時の動作モー ド）

障害発生時の対処法を設定する （例 ： ケーブル断線、 過大信号入力）。

Fault switches ： 障害時は指定された リ レーに切 り 替わる。 端子番号は大括弧

の中に表示される。 常に取扱説明書に記述されている接続指示に注意を払 う

必要があ る！候補ﾘｽﾄ ： 使用せず、 リ レー X （Cl. xx-xx）

Save event ：

障害発生時に、 メ ッ セージを イベン ト メ モ リ 内への記憶を指示する。 候補 リ

ス ト ： イ イエ （"NO"）、 ハイ （"YES"）

"Cable open circ.:" （ケーブル断線） こ こ では、 ケーブル断線の認知の可否を 

"ON" または "OFF" の形で切 り 替え る こ と ができ る （も し熱電対へのワ イヤ

接続が並行し て行われ、 ケーブル断線認知が "ON" であれば故障 メ ッ セージ

を発する）。 候補 リ ス ト ： イ イエ （"NO"）、 ハイ （"YES"）

"Copy settings" （コ ピー設定） 実際のチャネルか ら指定チャネルへのコ ピー設定

候補 リ ス ト ： コ ピーな し、 アナロ グ入力 X 

"Signal settings"
（信号設定）

メ ニュー項目

設定可能パラ メ ータ
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セ ッ ト ア ッ プ－信号設定、 サブ メ ニュー ： デジ タル入力

デジ タル入力信号設定手順 ：

開始

デジ タル入力の機能を選択

コ ン ト ロール入力 "ON/OFF" 入力 単発パルス カ ウ ン

タ

運転可能時間 イベン ト  + 運転時

間

チャネル識別コー

ド を入力

チャネル識別コー

ド を入力

チャネル識別コー

ド を入力

チャネル識別コー

ド を入力

チャネル識別コー

ド を入力

動作の選択 L" から "H" へ状態

変更のためテキス

ト メ ッ セージを入

力

計測単位を入力 年度累計を続行す

る ために現在のカ

ウ ン タ状況を入力

"L" か ら "H" へ状

態変更のためテキ

ス ト メ ッ セージを

入力

終了 "H" から "L" へ状

態変更のためテキ

ス ト メ ッ セージを

入力

小数点以下の桁数

を指定

カ ウ ン タの種別を

指定 （例 ： 一日カ

ウ ン タ）

"H" か ら "L" へ状

態変更のためテキ

ス ト メ ッ セージを

入力

終了 パルス要素を入力 終了 年度累計を続行す

る ために現在のカ

ウ ン タ状況を入力

年度累計を続行す

るために現在のカ

ウ ン タ状況を入力

カ ウ ン タの種別を

指定 （例 ： 一日カ

ウ ン タ）

カ ウ ン タの種別を

指定 （例 ： 一日カ

ウ ン タ）

終了

終了
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"Signal settings"
（信号設定）

メ ニュー項目

設定可能パラ メ ータ

サブ メ ニュー ：

デジ タル入力

デジ タル入力 （例 ： イベン ト ） が使用される場合のみセ ッ ト ア ッ プが必要

デジ タル入力チャネル指定を表示または変更のための設定

図 23 ： セ ッ ト ア ッ プ－信号設定、 "Digital input 1" サブ メ ニュー

"Function" （機能） 必要な機能を選択する。 デジ タル入力は、 "High" でア ク テ ィ ブ （"1" 即ち作

動中） ； "High" 入力の時に記述された効力が実現する こ と を意味し ている。

"Low" = -3 ～ +5 V、 "High" = +12 ～ +30 V

!  注意 ! 

選択された機能に依存し ているため本装置のユーザーイ ン ターフ ェースは自

分自身に適合し、 そのため装置の安全機能に必要なパラ メ ータはその都度

セ ッ ト ないしチェ ッ ク されなければな り ません。

次の各機能が利用可能 ：

"Switched off"

"Control input" ： 種々の制御機能はデジ タル入力を介し て起動

"On/off event" ： 接続機器の状態切換 （例えばポンプのオン / オフ） の表示と

保存が可能

"Pulse counter" ： 単発パルスの積算 と計数値と し ての保存

"Operational time" ： 外部機器の運転時間の記録 （保守作業時に有効）

実例 ： if the daily run も し、 日々のポンプ運転時間を保存する場合は、 こ こ で

の 「稼動時間」 と 「信号解析」 におけ る 「日々の解析」 を起動する。

"Event + operation time" ： 外部機器のオン / オフ事象と 稼動時間は両者と も に

記録され保存される。

"Enter channel identifier"

（チャネル識別コー ドの入力）

測定ポ イ ン ト の名称 （例えば 「ポンプ」） あ るいは入力点の機能の記述 （例え

ば 「故障 メ ッ セージ」）。 10 文字入力。

"Action" （動作） コ ン ト ロール入力の機能をセ ッ ト ア ッ プする。

"Start recording" ： 入力情報が有効の と きのみ、 データは表示な らびに保存さ

れる。

"Screensaver on" ： 入力が有効であ る限 り デ ィ スプレ イへの表示はオフ と な

る。

"Set up lock" ： 入力が有効であ る限 り 設定の変更は不可能と な る。

"Time synchronization" ： 実時間を 1 分に切 り 上げる （30 秒以上）、 かまたは 0 

分に切 り 下げる （30 秒未満）。

"Event text L->H"

（イベン ト 記述 L → H）

"Low" か ら "High" への状態変化の記述事象テキス ト は保存される （例えば前

詰め）。 22- 文字入力。 「"ON/OFF" 入力と 稼働時間」 あ るいは 「"ON/OFF" 

入力」 機能においてのみ有効。

"Event text H->L"

（イベン ト 記述 H → L）

"High" から "Low" への状態変化の記述事象テキス ト は保存される （例えば後

詰）。 22- 文字入力。 「"ON/OFF" 入力と稼働時間」 あ るいは 「"ON/OFF" 入

力」 機能においてのみ有効。

"Additional info." （追加情報）

! 注意 ! 

基本設定においてス イ ッ チがオンの

時のみ有効です。

チャネル識別コード に関する追加情報、 例えばそれぞれの測定点の TAG 番号

（例 ： 発電所の TAG 番号） 通常操作においてはチャネル識別コード と組んで 

"<-" または "->" に従って表示される。 13 文字入力。
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"Engineering unit" （工学単位） 計数入力の単位、 例えば gal、 cf、 .... 6- 桁入力 「単発パルスカ ウ ン タ」、 「稼

働時間」 および 「"ON/OFF" 入力と稼働時間」 の各機能でのみ有効

"Decimal point" （小数点） 小数点以下を表す数字の桁数。 候補 リ ス ト ： 0 ～ 5 の数字 「単発パルスカ ウ

ン タ」 機能でのみ有効

"1 impulse =" （1 パルス =） 単発パルスの要素 = 入力信号によ って増加し た と き要求された物理量を も た

らす要素。 例 ： 1 単発パルス が 5 m に匹敵する と き "5" を入力する。 「単発パ

ルスカ ウ ン タ」 機能でのみ有効

"Total/year count."

（年間累計カウン タ）

総数 / 年間 積算計のプ リ セ ッ ト 例えば、 あ らかじめ （電子式） 機械式カ ウ ン

タ を備えた測定を続け る と きに有用 13 文字入力 「単発パルスカ ウ ン タ」、 「稼

動時間」 および 「"ON/OFF" 入力と稼働時間」 の各機能でのみ有効

"Display" （表示） カ ウ ン タ値はあ る一定の時間間隔で保存される （例えば毎日、 毎月、 等々 －  

"Signal analysis" （信号解析） を参照）。 こ こ で、 常時表示される カ ウ ン タの種

類を選択する。

候補 リ ス ト ： 中間カ ウ ン タ、 日間カ ウ ン タ、 月間カ ウ ン タ、 総数 / 年間 カ ウ

ン タ 「単発パルスカ ウ ン タ」、 「稼働時間」 および 「"ON/OFF" 入力と稼働時

間」 の各機能でのみ有効

"Copy settings" （コ ピー設定） 実際のチャネルか ら指定チャネルへのコ ピー設定

候補 リ ス ト ： コ ピーな し、 デジ タル入力 X 

サブ メ ニュー ：

"Set points, Set point x"

（セ ッ ト ポイ ン ト 、 セ ッ

ト ポイ ン ト  X）

測定値は、 ア ラームセ ッ ト ポ イ ン ト に到達し ていないかど う かモニ タ されている。 ア ラーム状態で、 リ レーがセ ッ

ト されるか、 メ ッ セージが表示される。 各チャネルご と にセ ッ ト ポ イ ン ト が割 り 当て られる。

選択されたア ラームセ ッ ト ポ イ ン ト のセ ッ ト ア ッ プを表示または変更する。

図 24 ： セ ッ ト ア ッ プ－信号設定、 "Set point, Set point x" サブ メ ニュー

"Channel" （チャネル） どのア ラームセ ッ ト ポ イ ン ト を どの入力に割 り 当て るかを指定する。

候補 リ ス ト ： 入力な し、 アナロ グ入力 X、 デジ タル入力 X

"Type" （タ イプ） ア ラームセ ッ ト ポ イ ン ト のタ イプ （入力信号に依存する） ：

Lower/upper set point ： アナロ グ信号の下限 / 上限 許容値

Intermediate, daily, monthly, yearly counters ： カ ウ ン タ値が設定値を超え る注

意 ： カ ウ ン タは定期的に "0" に リ セ ッ ト されます。 常に、 「信号解析」 のセ ッ

ト ア ッ プに注意し て く ださ い。

"Range start" （測定範囲の開始点） 変換器は物理量をあ る一つの標準的な信号に変換する。 例えば、 0-14 pH を計

るセンサーはこれを 4-20 mA の電気信号に変換する。 測定範囲の開始点を入

力する。 0-14 pH の場合は、 "0" が入力値 と なる。

"Meas. range span"

（測定範囲のスパン）

"Meas. range start" （測定範囲の開始点） の場合と同様。 測定範囲の 終値を

入力する。 例えば、 0-14 pH 変換器の場合は "14" が相当する。

"Set point" （セ ッ ト ポイ ン ト ） プ リ セ ッ ト された工学単位系でのアナロ グセ ッ ト ポ イ ン ト 、 例えば in、 °C、

bar、 等々

工学単位系のセ ッ ト ア ッ プにおける カ ウ ン タ ア ラームセ ッ ト ポ イ ン ト 、 例え

ば m、 piece、 等々

"Signal settings"
（信号設定）

メ ニュー項目

設定可能パラ メ ータ
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"Hysteresis type"

（ヒ ステ リ シス タ イプ）

"Percentage %" ： ヒ ステ リ シス を % で設定する。

"Absolute" ： プ リ セ ッ ト された工学単位系で ヒ ステ リ シス を入力 （例 °C、

bar、 等々）

"Hysteresis （%） "

（ヒ ステ リ シス－％表記）

ア ラーム状況は、 信号が設定値によ って通常の稼動範囲に移行し た時のみに

取 り 消すこ と ができ る。

"Hysteresis （abs.） "

（ヒ ステ リ シス－絶対表記）

ア ラーム状況は、 信号が設定値によ って通常の稼動範囲に移行し た時のみに

取 り 消すこ と ができ る。

"Time delay" （時間遅延） ア ラーム と 判断される ために、 少な く と も設定された時間内に信号が設定値

を超え るか切 り 落とすかし なければな ら ない。

"Switches output" （切換出力） ア ラーム条件においてそれぞれの リ レーを切 り 替え る。 端子番号は大括弧の

中に表示される。 常に取扱説明書に記述されている接続指示に注意を払 う 必

要があ る！

候補 リ ス ト ： 使用せず、 リ レー X （Cl. xd-xd）

"LV messages" （LV メ ッ セージ） "Display+acknowledge" ： メ ッ セージ－日付、 時間、 ア ラームポ イ ン ト を持つ

測定点、 またはイベン ト テキス ト  LV の ON/OFF －を認識する必要があ り ま

す。

"Do not display" ： ア ラーム状況は、 赤い背景上の測定点の識別によ って表示

される。

"Save event" （イベン ト の保存） セ ッ ト ポ イ ン ト 違反についての "YESY/NO" メ ッ セージ （初期値 = "Yes"） を

イベン ト リ ス ト に格納する。 候補 リ ス ト ： イ イエ （"NO"）、 ハイ （"YES"）

"Event text LV on"

（イベン ト テキス ト  LV "ON"）

本テキス ト は （日付と 時刻を含む） はデ ィ スプレ イ上に表示され、 格納され

る。 「LV メ ッ セージ」 が 「表示と 認識」 に、 または 「イベン ト の保存」 が 

"YES" にセ ッ ト されている と きのみ有効。 22- 文字入力。

"Event text LV off"

（イベン ト テキス ト  LV "OFF"）

「イベン ト テキス ト  LV "ON"」 の場合と 同様。 ただし、 ア ラーム状態か ら通常

状態への移行時に限る。 22- 文字入力。

"Save cycle" （保存サイ クル） Normal ： 通常の保存サイ クルにおけ る保存。

Alarm cycle ： ア ラーム発生と と もに素早い保存。 例えば 毎秒。 注意 ： 多 く の

メ モ リ 容量を必要とする！

保存サイ クルは、 「基本設定」 メ ニューの中でセ ッ ト ア ッ プ される。

"Copy settings" （コ ピー設定） 実際のア ラームセ ッ ト ポ イ ン ト のセ ッ ト ア ッ プを指定されたア ラームセ ッ ト

ポ イ ン ト へコ ピーする。

候補 リ ス ト ： コ ピー不要、 セ ッ ト ポ イ ン ト  X

"Signal settings"
（信号設定）

メ ニュー項目

設定可能パラ メ ータ
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サブ メ ニュー ：

"Relay" （リ レー）

種々の リ レー設定 （例えば 出力モード）

図 25 ： セ ッ ト ア ッ プ－信号設定、 "Relay" サブ メ ニュー

サブ メ ニュー ： リ レー X, 選択された リ レーのセ ッ ト ア ッ プ

"Terminals" ： 端子番号を示す

"Operating mode" ： ア ラームが発生し た と きの リ レーの機能 （ リ レー 2-4 につ

いてのみ） ：

ノ ーマルオープン （"NO"） ： リ レー非動作時、 接点は開放。 ア ラーム発生に

よ って、 接点は接触動作。

ノ ーマルク ローズ （"NC"） ： リ レー非動作時、 接点は接触。 ア ラーム発生に

よ って、 接点は開放動作。

!  注意 ! 

リ レー 1 は切換接点を有し ています。

"Signal settings"
（信号設定）

メ ニュー項目

設定可能パラ メ ータ
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6.4.4 セ ッ ト ア ッ プ－信号分析

デジ タル入力をカ ウ ン タ と し て駆動させてきたかど う か明白にする機能です。

手動で信号分析を リ セ ッ ト する場合 と 同様に測定時間範囲 と サ イ ク ルを初期設定のための信号
分析が実行でき る よ う セ ッ ト ア ッ プを行って く ださい。

通常の運転時では、 ボタ ンへのタ ッ チ操作によ って分析結果を表示させる こ と が可能です （ 「 メ
イ ン メ ニュー－分析」）。

この情報も また保存されます （グ ラ フ ィ ッ ク表示に利用可能な メ モ リ を軽減） 、 同時に PC に転
送され、 更な る解析に利用されます。

図 26 ： セ ッ ト ア ッ プ、 信号解析

"Signal analysis"
（信号解析）

メ ニュー項目

設定可能パラ メ ータ

"Intermed analysis"

（期間内解析）

こ こ でプ リ セ ッ ト された時間サイ クルのための運転回数と 分量を計算する。

"Day" （日） 毎日の分量と運転回数を計算する。 候補 リ ス ト ： No （off）、 Yes （on）

"Month" （月） 毎月の分量と運転回数を計算する。 候補 リ ス ト ： No （off）、 Yes （on）

"Total/year count."

（年間累計カウン タ）

運転回数と 分量を計算する。

"Yes" ： 解析時間サイ クルは 1 年

"No" ： 解析は 後に リ セ ッ ト された時から継続し た時間 （積算計と し て有用）

"Synchron. time"

（同期用時刻）

信号解析完了に要する時間も し、 例えば時刻 07:00 がセ ッ ト された場合は、 毎日の解析は実際の日付の 07:00 か ら次

の日の 07:00 までの間行われる。

"Reset to zero"

（ゼロ リ セ ッ ト ）

解析された値はゼロに リ セ ッ ト する こ と ができ る。 例 ： プロセスシステムの 初の取付後の リ セ ッ ト 。

全ての （取付） 信号は削除される。 画像処理あ るいは記憶装置は影響を受けない （追跡可能性） ！

候補 リ ス ト ： なにも し ない、 期間内解析、 日間カ ウ ン タ、 月間カ ウ ン タ、 年間累積カ ウ ン タ、 全てのカ ウ ン タ

! 注意 ! 

• これまでの全ての （設定） 信号は、 廃棄されます。

• ただし、 も しセ ッ ト ア ッ プ受け容れに関し て 「受容れない」 旨の回答を残し ている場合、 画像処理 / 記憶について

は リ セ ッ ト の影響を受けません。

• 逆に 「受容れる」 の回答の場合は、 メ モ リ の内容は リ セ ッ ト され、 それによ って画像表示も また消去 / リ セ ッ ト さ

れます。

• も し、 これまでの信号を今後も必要と するのであれば、 リ セ ッ ト 動作を行 う 前にコ ンパク ト フ ラ ッ シ ュ カード に

保存し て く ださい （「設定 ・ 調整－利用可能な機能－コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カード」 の項を参照）。

• こ こ で "E= Accept" を確認する と、 リ セ ッ ト 動作は直ちに有効的に実行されます。
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6.4.5 セ ッ ト ア ッ プ－通信

使用されている イ ン ターフ ェースに関する情報

本装置の USB ・ RS-232 ・ RS-485 またはイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェース を使用する場合は、 それ
らのセ ッ ト ア ッ プが必要です （PC 操作、 シ リ アルデータの読み出し、 モデム操作、 等）。

" 警告 ! 

複数のイ ン ターフ ェース を並行し て動作する こ と も でき ます。

ただし、 RS-232/RS-485 イ ン ターフ ェースに関し てはいついかなる時でも どち らか片方のみの動
作にな り ます。

図 27 ： セ ッ ト ア ッ プ、 通信

"Communication"
（通信）

メ ニュー項目

設定可能パラ メ ータ

"Unit address"

（装置ア ド レス）

USB、 RS-232、 RS-485、 またはイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェースに接続する各装置はその個々のア ド レ ス （0  -  99）

を持つ必要があ る。 工場出荷時での設定値 ： 1

サブ メ ニュー ：

"Serial interface" （シ リ

アルイ ン ターフ ェ ース）

RS-232 または RS-485 イ ン ターフ ェース使用に際し てはセ ッ ト ア ッ プが必要。

図 28 ： セ ッ ト ア ッ プ、 通信、 シ リ アルイ ン ターフ ェース

"Type" （タ イプ） どち らのイ ン ターフ ェース を使用するかを指定する （RS-232 または RS-

485）。

"Baudrate" （ボーレー ト ） 伝送速度 （" ボーレー ト "） － PC 側で設定し た もの と同一でな く てはな ら な

い。 候補 リ ス ト ： 200 ～ 115200

"Data bits" （データ ビ ッ ト ） 設定値が PC 側設定値と 同じであ る こ と を確認する。

固定された設定－変更不可デフ ォル ト 値 ： "8"

"Parity" （パリ テ ィ ） 設定値が PC 側設定値と 同じであ る こ と を確認する。 

デフ ォル ト 値 ： " パ リ テ ィ ビ ッ ト な し "

"Stop bits" （ス ト ッ プビ ッ ト ） 設定値が PC 側設定値と 同じであ る こ と を確認する。 

デフ ォル ト 値 ： "1"
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サブ メ ニュー ：

"Ethernet" （イーサネ ッ

ト ）

イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェース使用に際し てはセ ッ ト ア ッ プが必要。

図 29 ： セ ッ ト ア ッ プ、 通信、 イーサネ ッ ト

"MAC-Address" （MAC ア ド レス） MAC ア ド レ ス （工場で設定） 17 文字

"IP" （IP）  IP- ア ド レ ス （ネ ッ ト ワーク管理者から与え られる） を入力する。

本装置は出荷時に IP ア ド レ スが設定されているが、 今回のセ ッ ト ア ッ プ時に

は変更の必要があ る。 IP ア ド レ ス を入力する前に、 本ア ド レ スが接続される

ネ ッ ト ワーク上で有効であ る こ と を確認し てお く こ と。

! 注意 ! 

この IP ア ド レ スは該当ネ ッ ト ワーク上では、 一つしか存在し ない ものです！

また、 このア ド レ スデータが任意の値ではな く 、 TCP/IP ネ ッ ト ワーク のネ ッ

ト ワーク ア ド レ スによ って決ま った値であ る こ と に注意し て く だ さい。 入力

形式は TCP/IP の構文論に合致し ています （例えば 172.016.231.005）。

"Port" （ポー ト ） 工場出荷時のポー ト 初期値 ： "8000"

"Subnetmask" （サブネ ッ ト マスク）  サブネ ッ ト マス ク （ネ ッ ト ワーク管理者から与え られる） を入力する。

も し本装置が別のサブネ ッ ト ワーク で接続を確立する ためには、 サブネ ッ ト

マス ク の入力が必要。 本装置が置かれるサブネ ッ ト ワーク のサブネ ッ ト マス

ク を特定する （例えば 255.255.255.000）。 注意 ： IP ア ド レ スはネ ッ ト ワーク

の ク ラ ス を決定する。 この結果がサブネ ッ ト ワーク の初期値にな る （例えば 

255.255.000.000 ク ラ ス B ネ ッ ト ワーク用）。

"Gateway" （ゲー ト ウエイ）  ゲー ト ウエイ （ネ ッ ト ワーク管理者から与え られる） を入力する。

も し本装置が他のネ ッ ト ワーク で接続を確立する ためには、 ゲー ト ウエイの 

IP ア ド レ ス を こ こに入力する。 現在の と こ ろ、 本装置はイーサネ ッ ト 経由で

自分自身接続のセ ッ ト ア ッ プを行わないので、 ゲー ト ウエイの入力は必要な

い。 セ ッ ト ア ッ プは "0.0.0.0" のま まにし てお く 。

! 注意 ! 

システムパラ メ ータへの変更は 「セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー」 が閉じ られ、 設定

が受け付け られて初めて有効 と な り ます。 新しい設定値に基づき本装置が動

作するのはこ の後にな り ます。

"Communication"
（通信）

メ ニュー項目

設定可能パラ メ ータ
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サブ メ ニュー ：

"Web server" （WEB 

サーバー）

ユニ ッ ト を WEB サーバー と し て動作させる ためのセ ッ ト ア ッ プ。 イ ン ターネ ッ ト ブラ ウザ （例えば MS Internet 

Explorer） を利用すれば、 瞬間的な値を読取る こ と ができ る。 呼び出しは ： http://<IP address>.web

! 注意 ! 

注意 ： イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェース を利用し てのみ可能です！

図 30 ： セ ッ ト ア ッ プ、 通信、 WEB サーバー

WEB サーバーを使用し て プロセス値を遠隔的に監視する 

本装置には WEB サーバー機能が埋め込まれている。 PC 上の標準的な WEB ブラ ウザは、 例えば Internet Explorer ま

たは Netscape、 ユーザーが必要とする瞬時値を画面に表示する こ と を可能にし ている。

物理的な WEB の リ ン クは LAN またはイ ン ターネ ッ ト を介し て確立する ものであ り 、 これによ って PC の WEB ブラ

ウザ上にデータが表示される ：

図 31 ： WEB ブラ ウザを利用し た遠隔監視

本装置所定の IP ア ド レ スは、 WEB ブラ ウザのア ド レ ス ラ イ ンに入力される。

この機能はプロセス変数を遠隔的に監視する こ と を可能にし ている。 本装置へのア ク セスはパス ワード によ って防

御されている。 次に示すパラ メ ータは本装置内で設定されるべき ものであ る ：

"Active" （アク テ ィ ブ） WEB サーバー機能の "ON" / "OFF" を切替え る （工場設定値 ： "OFF"）。 イ ン

ターネ ッ ト ブラ ウザ と  WEB サーバーを用いて瞬時値をデ ィ スプレ イ上に表示

する こ と ができ る。

! 注意 ! 

イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェース を利用し てのみ可能です！

候補 リ ス ト ： No （off）、 Yes （on）

"Communication"
（通信）

メ ニュー項目

設定可能パラ メ ータ
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6.4.6 セ ッ ト ア ッ プ - 点検 ・ 修理

点検 ・ 修理のためのセ ッ ト ア ッ プ

" 警告 ! 

設定の変更は熟練者のみが行って く ださい。 誤った設定がな された場合、 装置の動作は保証され
ません！

図 32 ： セ ッ ト ア ッ プ、 点検 ・ 修理、 プ リ セ ッ ト

"Service"
（点検 ・ 修理）
メ ニュー項目

設定可能パラ メ ータ

"Operating mode"

（操作モー ド）

"Normal operation" ： 接続された測定点からの信号をプロ ッ ト する。

"Simulation" ： 実際の測定点への操作の代わ り に、 信号をシ ミ ュ レーシ ョ ンする （実際の設定値を使用）。

! 注意 ! 

必要に応じ て 「信号解析－ゼロ リ セ ッ ト 」 機能を用い、 シ ミ ュ レーシ ョ ン信号の値が通常の動作に戻った時に本当

の 大 / 小量を崩壊させる こ と のないよ う にし て く ださい。 も し、 これまでの信号を今後も必要とするのであれ

ば、 前も って コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カード に保存し て く ださ い （第 7 章 「設定 ・ 調整－利用可能な機能－コ ンパク

ト フ ラ ッ シ ュ カード機能」 を参照）。

"PRESET"

（プ リ セ ッ ト ）
" 警告 ! 

全てのパラ メ ータ を工場出荷時の初期値に戻し て く だ さい！内部 メ モ リ の内容は消去されます！

! 注意 ! 

サービ ス コード を使用し ないで変更する こ と は不可能です。

サブ メ ニュー ：

"Analog input x"

（アナログ入力 X）

"Correction RWT" ： 本アナロ グ入力用の背面パネル温度補正値 （熱電対の と きのみ必要）。

! 注意 ! 

サービ ス コード を使用し ないで変更する こ と は不可能です。
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6.5 メ イ ン メ ニュー

メ イ ン メ ニューを呼び出すと きは、 F キーを押し ます ：

図 33 ： メ イ ン メ ニ ュー

6.5.1 メ イ ン メ ニュー－信号表示

表示モード を変更し ます。 例えば、 曲線表示、 バーグ ラ フ、 デジ タル表示、 または、 イベン ト リ
ス ト の表示を行います。 これらの種々の表示モード は信号の記録には何の影響も及ぼし ません。

! 注意 ! 

表示モード の変更は、 U キーと T キーを使って行 う こ と ができ ます。

図 34 ： メ イ ン メ ニ ュー、 信号表示
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"Signal display" （信号表示）
メ ニュー項目

説明

全幅表示 全てのチャネルのデータが全幅を持った共通の表示域に表示される。 高級機指向で 大の分解能を有す

る。

図 35 ： 「全幅表示」 信号表示

分割区域表示 各チャネルは自身に割 り 当て られた専用の区域に表示される。 描画の精度はこの表示モード の中で影響を

受けない。

図 36 ： 「分割区域表示」 信号表示

バーグラ フ 動作中のアナロ グ測定値をその値と共にバーグ ラ フに表示。 デジ タル入力はステータ スあ るいは

カ ウ ン タ / 運転時間カ ウ ン タ と し て表示される。

図 37 ： 「バーグ ラ フ」 信号表示
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"Digital display" （デジ タル表示） 動作中のアナロ グ測定値をデジ タル値で表示。 デジ タル入力はステータ スあ るいはカ ウ ン タ / 運転時間カ

ウ ン タ と し て表示される。

図 38 ： 「デジ タル表示」 信号表示

"Events" （イベン ト ） ア ラームセ ッ ト ポ イ ン ト 侵害や電源異常のよ う な イベン ト は、 正確な時間系列に従って記載される。

図 39 ： 「イベン ト 」 信号表示

"Measurement point identifier"

（測定点識別コー ド）

13 文字追加情報 （例えば付加測定 TAG 番号、 発電所内の識別システム） を伴った 10 文字チャネル識別

コード の一覧表示。

! 注意 ! 

「セ ッ ト ア ッ プ－基本設定－表示－チャネル番号表示」 メ ニューで "With add. channel info" （チャネル追加

情報） が選択されていた場合のみ表示が可能です。

図 40 ： 「測定点識別コード」 信号表示

"Signal display" （信号表示）
メ ニュー項目

説明
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6.5.2 メ イ ン メ ニュー－信号分析

本機能は、 デジ タル入力がカ ウ ン タ と し て動作し、 信号解析がセ ッ ト ア ッ プで指定された と きの
み可能と な り ます！

新の、 中間 ・ 日間 ・ 月間 ・ 年間の信号解析が 大で 7 個 （可能であ る限 り ） 表示されます。

デジ タル入力はそれぞれカ ウ ン タ または運転時間カ ウ ン タ と し て表示されます。

図 41 ： メ イ ン メ ニュー 「信号解析」

一度 「解析」 動作が選択される と画面上にそれが表示されます。

6.5.3 メ イ ン メ ニュー－コ ンパク ト フ ラ ッ シュ （CF） 機能

コ ンパク ト フ ラ ッ シ ュ カード は、 測定データの保存やユニ ッ ト セ ッ ト ア ッ プを行 う 機能を持って
います。 具体的機能を次に示し ます ：

内部 メ モ リ に影響を与え る こ と な く 、 データパッ ケージはブロ ッ ク毎に CF カード にコ ピーされ
ます。 本装置のデータ記憶媒体に書き込まれたデータは、 書き込みエラーがないかど う かのテス
ト が行われます。PC へのデータ書き込みの場合も同じ こ と が PC の相当する ソ フ ト ウエアによ っ
て行われます。

"CompactFlash （CF） functions"
（コ ンパク ト フ ラ ッ シュ （CF）

機能） メ ニュー項目

説明

CF カー ドの安全な取り出し コ ンパク ト フ ラ ッ シ ュ カード の安全な取 り 出し を行 う ために、 同カードへのア ク セスは全て終了させる

こ と 。 安全な取 り 出しが可能な状態にな る と メ ッ セージが表示される。

! 注意 ! 

カード の取 り 出しは、 取出し可能の メ ッ セージが表示されてから 5 分以内に行って く だ さい。 さ も なけ

れば本装置はカードへのデータ書き込み動作を自動的に再開し ます。 カード の取 り 出しは、 本機能の も

と でのみ行って く だ さい。 さ も ない と データが失われる可能性があ り ます！

"Update CF" （CF の更新） コ ンパク ト フ ラ ッ シ ュ カードへ転送されていなかったデータがこの機能によ って新たに格納される。

"Complete memory to CF"

（CF へのメ モ リ コ ピー完了）

内部 メ モ リ の内容を コ ンパク フ ラ ッ シ ュ カード に全てコ ピーする。 時間が掛かる可能性あ り ！ 測定デー

タのコ ピーは他の作業と 並行し て行われ、 高い優先度を持っている。

"Copy setup to CF"

（CF へのセ ッ ト ア ッ プデータ コ

ピー）

装置に関するパラ メ ータ （セ ッ ト ア ッ プデータ） は、 全て コ ンパク ト フ ラ ッ シ ュ カード にコ ピーされ

る。 これらのデータはアーカ イブフ ァ イルにま と められ、 他の装置にも使われる。 このフ ァ イルの拡張

子は ".rpd" であ る。

"Load setup from CF"

（CF からのセ ッ ト ア ッ プデータ読み

出し）

装置に関するパラ メ ータ （セ ッ ト ア ッ プデータ） を コ ンパク ト フ ラ ッ シ ュ カード から読み出し、 本装置

内の不揮発性 メ モ リ に格納する。 このフ ァ イルの拡張子は ".rpd" であ る。

"Delete CF" （CF の消去） コ ンパク ト フ ラ ッ シ ュ カード上のデータ を全て消去する。

! 注意 ! 

も し解錠コード がセ ッ ト ア ップされていた場合は、 このコード書き込み以降のデータのも を消去し ます。



設定と調整 ペーパーレス記録計

50

! 注意 ! 

• コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カード を取 り 出す前に、 "CompactFlash card functions" （CF 機能） メ
ニューから "Update CF" （CF の更新） を選択実行し て く ださい。 現時点のデータブロ ッ クが
閉じ ら れ CF カー ド に保存 さ れます。 こ の作業は、 現在の全てのデータ （前回の更新までの
データ） を CF カー ドへ格納する こ と を確実にする ものです。

• CF は 100 % 書き込み状態になる前に、 そのこ と を知らせます。 即ち、 CF カード の交換を訴え
る メ ッ セージを画面に表示し ます。 ただし、 こ の交換が必要なのは "Stack memory" （ス タ ッ ク
メ モ リ ） 保存モード の場合のみであって、 "Ring memory FIFO" （ リ ング メ モ リ  FIFO） の場合は
必要あ り ません。 さ らに加える な らば、 こ の と き リ レーが作動し ます。

• 装置自身はすでにどのデータが CF カード上にコ ピーされているかを認識し ています。 万一指
定時間内にカード の交換を忘れた り 、 カード が挿入されていなかった場合、 新し く 差し込まれ
たカード は、 不足データ を内部 メ モ リ から、 それが可能な限 り 、 探し出し格納し ます。

• 測定値の取得な らびにその登録は も高い優先順位を も っているため、 それらのデータ を内部
メ モ リ から CF カー ド にコ ピーするのに要する時間は数分程度です。

• CF カードへのア ク セス時には、 LED が点灯し ます。 この LED が点灯中、 即ち CF カー ドへの
ア ク セス中は、 CF カード を絶対に抜かないで く ださ い。

6.5.4 メ イ ン メ ニュー －セ ッ ト ア ッ プ

こ こ では （新規） 装置を 適の運転条件に設定し ます。 すべての考え られる運転パラ メ ータは使
用可能と し ています （6.4 項を参照）。

6.5.5 メ イ ン メ ニュー－コ ン ト ラス ト の調整

こ こ では本装置の取付位置によ って視覚上変わる コ ン ト ラ ス ト を、 視角の上下方向の調節によ っ
て 適にセ ッ ト し ます。

6.5.6 メ イ ン メ ニュー－診断 / 装置情報

迅速なユニ ッ ト チェ ッ ク のための装置に関する情報な らびに点検 ・ 修理に関する機能を表示し ま
す。 以下に述べる各機能がご利用可能です ：

図 42 ： メ イ ン メ ニ ュー 「診断 / 装置情報」
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6.6 測定値の保存

図 44 ： 測定値保存の図解表示

6.6.1 内部メ モ リ

測定値を保存は、 以前に起きたプロセスへのア ク セス と信号の変化があった こ と を示し て く れま
す。 これらのデータは不揮発性 メ モ リ であ る フ ラ ッ シュ メ モ リ に格納されます。 メ モ リ が不揮発
性であ るため、 メ モ リ の内容は電源異常によ る電源断から保護されています。 この大容量の内部
メ モ リ は リ ング メ モ リ と し て働き ます。 リ ング メ モ リ では、 メ モ リ が満杯になった と きは、 一番
古いデータから上書き されていき ます （FIFO ： 先入れ （FirstIn） / 先出し （FirstOut） の方式） 。
その結果、 新のデータは常にア ク セス可能です。

"Diagnostic/unit information"
（診断 / 装置情報）

メ ニュー項目

説明

"Unit information" （装置情報） 重要なユニ ッ ト と メ モ リ 情報、 即ちプロ グ ラ ム名称と ソ フ ト ウエアバージ ョ ン情報の表示。 加えて実行可

能な メ モ リ 時間も表示される。

こ の時間は次の場合に削減される ；

• 限界値 / イベン ト が保存されるか、 監視されている と き、

• 信号解析が実行されている と き、

• い く つかのグループが作動中であ る と き。

図 43 ： 診断 / 装置情報 「装置情報」



設定と調整 ペーパーレス記録計

52

6.6.2 測定データのスク ロール

本装置運転中、 曲線で表示される保存測定データ を ス ク ロールする こ と ができ ます。 前後に行っ
た り 来た り するためには、 矢印キー （V と  W） をそれぞれ使います。

6.6.3 コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カー ド （CF） の動作説明

内部 メ モ リ に影響を与え る こ と な く 、 データパ ッ ケージはブ ロ ッ ク毎にコ ンパ ク ト フ ラ ッ シ ュ

（CF） カード にコ ピーされます。 CF カード に書き込まれたデータは、書き込みエラーがないかど

う かのテス ト が行われます。 PC へのデータ書き込みの場合も同じ こ と が PC 納入時に添付され

いた ソ フ ト ウエアによ って行われます。 本装置の操作によ って観測されたデータは、 その場で利

用する こ と ができ ます。 操作員の必要性に応じ て、 こ の観測データ を他のプロ グ ラ ム、 例えばマ

イ ク ロ ソ フ ト 社製 Excel、 にエ ク スポー ト する こ と ができ ます。 ｨエク スポー ト によ るデータの喪

失等は生じ ません。

! 注意 ! 

• 弊社が推奨する、 新品のフ ォーマ ッ ト 済みのコ ンパク ト フ ラ ッ シュ カード のみをご使用 く ださ
い （第 8 章 「ア ク セサ リ 」 を参照）。 CF カード上のデータは、 一旦カード がス ロ ッ ト に挿入さ
れる と、 いかなるデータでも上書き されます。

• 通常操作においては、 CF カード の メ モ リ 使用率 （すでにデータが書き込まれた メ モ リ の割合）
が画面右上に表示されます （"CF: xx %"）。

• 表示画面で示される ダ ッ シュ "-" は、 CF カード が挿入されていないこ と を示し ています。
• コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カード を取 り 出す前に、 "CompactFlash card functions" （CF 機能） メ

ニューから "Update CF" （CF の更新） を選択実行し て く ださい。 現時点のデータブロ ッ クが
閉じ られ CF カー ド に保存されます。 この作業は、現在の全てのデータ （前回の更新までのデー
タ） を CF カー ドへ格納する こ と を確実にする ものです。

• 本装置の構成に依存し ますが （"Setup/Basic settings/Ext. memory/Warning at" （セ ッ ト ア ッ プ /
基本設定 / 外部 メ モ リ / 警告） メ ニュー参照）、 コ ンパク ト フ ラ ッ シュ メ モ リ の使用率が 100%
近 く になる と交換を促す確認 メ ッ セージが画面上に表示されます。

• 本装置は、 すでにどのデータが CF カード上にコ ピーされているかを認識し ています。 万一指
定時間内にカード の交換を忘れた り 、 カード が挿入されていなかった場合、 新し く 差し込まれ
たカード は、 不足データ を内部 メ モ リ から、 それが可能な限 り 、 探し出し格納し ます。 測定値
の取得な らびにその登録は も高い優先順位を も っているため、 それらのデータ を内部 メ モ リ
から CF カー ド にコ ピーするのに要する時間は数分程度です。

6.7 PC ソ フ ト ウエアの重要な機能

! 注意 ! 

PC ソ フ ト ウエアは、PC 上 にイ ン ス ト ールし て く ださい（イ ン ス ト ールに関する指示は CD-ROM
に記載されている説明を参照のこ と）。

6.7.1 PC ソ フ ト ウエアへのデータ転送

図 45 ： PC ソ フ ト ウエアへのデータ転送

測定データは次に示すいずれかの方法によ って PC にイ ン ス ト ールされた ソ フ ト ウエアに転送す
る こ と ができ ます。

• USB、 RS-232/485 または Ethernet イ ン ターフ ェース を利用し ます。 PC へデータ を通信でダウ
ン ロ ー ド す る ためには次の コ マ ン ド を使用 し ます。 "Read out -> Read measured values using
interface/Modem" （「読み出し」 → 「シ リ アルイ ン ターフ ェース / モデムを通し ての読み込み」）。

• 測定データ を コ ンパク ト フ ラ ッ シ ュ カー ド に転送し ます。 転送時使用する コ マン ド は、 "Main
menu -> CompactFlash （CF） functions -> Update CF" （「 メ イ ン メ ニュー」 → 「CF 機能」 → 「CF
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の更新」） です。
次に CF カード を PC に挿入しデータ を読み込みます。 こ の時、"Read out -> Read out measured
values using PC card drive" （「読み出し」 → 「PC カード の読み込み」） コマン ド を使用し ます。

6.7.2 オフ ラ イ ンデータ チ ェ ッ ク、 解析と印刷

オフ ラ イ ン またはダウ ン ロー ド で PC に取 り 込んだデータ （前述のいずれかの方法を使用） は、
PC ソ フ ト ウエアによ る表示が可能です。 "Display -> Display measured values from database" （「表
示」 → 「データベースからの測定値の表示」） コマン ド を実行し ます。

全ての受信データは傾向図と し てあ るいは図表形式で図示する こ と ができ ます。 また表示データ
の印刷も可能です （ メ イ ン メ ニューの中の対応する印刷機能参照）。 本機能の詳細は、 PC ソ フ ト
ウエア CD-ROM に記述されています。

図 46 ： PC におけ るデータ解析

6.7.3 スプレ ッ ド シー ト における視覚用データ （例 ： MS-Excel）

図 47 ： スプレ ッ ド シー ト でのデータ解析

測定データは PC ソ フ ト ウエアの "Extras -> Export measured values" （「Extras」 → 「Export 測定
値」） のも と で *.xls や *.txt 形式でエク スポー ト でき ます。

7 保守
本装置は メ ンテナン ス フ リ ーの製品です。

7.1 PC 経由ソ フ ト ウエア更新

" 警告 ! 

プロ グ ラ ムの更新によ って、 メ モ リ に格納されている全ての測定データは消去されます。 当該測
定データ を引き続き必要とする場合は、 初に読み出すかコ ンパク ト フ ラ ッ シュ カード を更新後
装置から取 り 出す必要があ り ます。 プロ グ ラ ムが転送される と、 全ての装置パラ メ ータは工場出
荷時初期状態に リ セ ッ ト されます。

1. PC ソ フ ト ウエアを イ ン ス ト ール後ス ター ト 。

2. 本装置を PC に接続
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3. "Extras / Special device functions / ～ / Transfer program" （「特別付加」 / 「特殊機能」 /.../
「転送プロ グ ラ ム」） メ ニューへ

4. イ ン ターフ ェースパラ メ ータ を選択 （COM ポー ト ）

5. 目的のプロ グ ラ ムを選択、 「OK」 メ ッ セージで確認

8 ア クセサリ

! 注意 ! 

ア ク セサ リ をご注文する際は、 本装置のシ リ アル番号を指定し て く ださい！

8.1 アクセサリ部品

次のア ク セサ リ が準備されています ：

注文コード アクセサリ

50078843 端子台、 差込式、 3 極、 電源用

51009211 端子台、 差込式、 6 極、 アナロ グ入力用

51009214 端子台、 差込式、 3 極、 リ レー用

51009215 端子台、 差込式、 6 極、 リ レー用

51009210 端子台、 差込式、 3 極、 デジ タル I/O 用

51007892 コ ンパク ト フ ラ ッ シュ （CF） メ モ リ カード 64 MB

51009640 コ ンパク ト フ ラ ッ シュ （CF） メ モ リ カード 256 MB

RSG30A-S1 RS-232 イ ン ターフ ェース ケーブル、 9 極

RSG30A-S2 RS-232 イ ン ターフ ェース ケーブル、 モデム接続用

RSG30A-S3 RS-232/RS-485 アダプタセ ッ ト 、 230 VAC 

RSG30A-S5 RS-232/RS-485 アダプタセ ッ ト 、 115 VAC 

RSG30A-S6 RS-232/RS-485 アダプタセ ッ ト 、 DIN レール取付型、 AC 230 V

RSG30A-S7 RS-232/RS-485 アダプタセ ッ ト 、 DIN レール取付型、 AC 115 V



ペーパーレス記録計 ト ラ ブルシューテ ィ ング

55

9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 診断 / 装置情報

メ イ ン メ ニューからのアクセス ：

図 48 ： メ イ ン メ ニュー ： 診断 / 装置情報

図 49 ： 診断 / 装置情報

イ ン ス ト ール状態での迅速なデバイ スチェ ッ ク のための点検機能デ ィ スプレ イ テ ス ト と デジ タ
ル入力および リ レーの試験意図的ではない リ リ ース を防ぐサービ ス コード と保護機構

機能 （説明、 6.5.7 項参照） ：

• 装置情報
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9.2 ト ラブルシューテ ィ ング手順

不具合 ： 原因 ： 修復処置 ：

表示し ない ス ク リ ーンセーバー作動中 （任意の） キーを押下セ ッ ト ア ッ プにおけ る ス ク リ ー

ンセーバーの設定を点検

CF ユニ ッ ト および装置背面 （イーサネ ッ ト ） の 

LED が と もに点灯し ていない => 電源断

電源ユニ ッ ト を点検後電源を供給する

CF ユニ ッ ト および装置背面 （イーサネ ッ ト ） の 

LED が と もに点灯し ていない => 電源ユニ ッ ト 故

障

CF ユニ ッ ト および装置背面 （イーサネ ッ ト ） の 

LED は点灯し ている => 表示ユニ ッ ト 故障

装置背面 （イーサネ ッ ト ） の LED は点灯し ている 

=> CPU 故障

電源ユニ ッ ト を交換、 または電源 メ ーカー / 供給業

者のサービ ス部門に連絡！

表示ユニ ッ ト を交換、 または装置 メ ーカー / 供給業

者のサービ ス部門に連絡！

CPU を交換、 または CPU メ ーカー / 供給業者のサー

ビ ス部門に連絡！

コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カー ドが働

かない、 LED も点灯し ない

CPU に不具合 CPU を交換、 弊社のサービ ス部門に連絡！

コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カー ド に

データ を書き込めない

セ ッ ト ア ッ プが変更されている

ソ フ ト ウエアのバージ ョ ンア ッ プ ・ ア ッ プグレー

ド がな されていない

CF カード の不良

CPU に不具合

セ ッ ト ア ッ プの変更。 変更を行 う 前にセ ッ ト ア ッ プ

データ を任意のデータ記憶媒体に保存し てお く こ

と！

ソ フ ト ウエアのバージ ョ ンア ッ プ ・ ア ッ プグレード。

バージ ョ ンア ッ プ ・ ア ッ プグレード を行 う 前に測定

データ を任意のデータ記憶媒体に保存し てお く こ

と！

CF カード を交換。 カード は必ず メ ーカーの純正品を

使用する こ と！ （Accessories, see Section 8）

CPU を交換、 または CPU メ ーカー / 供給業者のサー

ビ ス部門に連絡！

セ ッ ト ア ッ プがロ ッ ク されてい

る。

セ ッ ト ア ッ プロ ッ ク が作動中。 セ ッ ト ア ッ プはデ

ジ タル信号の入力によ ってのみ解除される。

セ ッ ト ア ッ プロ ッ ク を取 り 外すためにデジ タル信号

を用意する。

リ レーが動作し ない 誤った接続

誤挿入または リ レーの型番違い

電源供給ボード の不具合

接続と リ レー回路を点検する。

リ レーの挿入方向、 型番を確認する。

電源供給ボード を交換、 または製造 メ ーカー / 供給

業者のサービ ス部門に連絡！

RS-232/RS-485、 イーサネ ッ ト イ

ン ターフ ェ ースが動作し ない

ケーブルの不具合

ケーブルコネ ク タの誤配線

不正なデバイ スア ド レ ス

不正な イ ン ターフ ェースパラ メ ータ

通信ボード の不良

ケーブル交換 （第 8 章 「ア ク セサ リ 」 を参照）

当初のケーブルを使用

正しいデバイ スア ド レ ス を設定

正しいイ ン ターフ ェースパラ メ ータ を設定

通信ボード を交換

モデム接続が動作し ない 装置側のモデムがイ ン ス ト ールされていない

ケーブル不良、 または接続不良

PC ソ フ ト ウエアを通し てモデムを初期化する。

ケーブル交換 （第 8 章 「ア ク セサ リ 」 を参照）

デジ タル入力が動作し ない 不正な接続

不正は構成

電源供給部に不具合

接続と デジ タル入力回路を点検する。

デジ タル入力の構成を点検する。 .

電源供給ボード を交換、 または弊社サービ ス または

販売会社に連絡！
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9.3 システムエラー メ ッ セージ

本装置は、 障害あ るいは不正な入力を検知する と、 画面上に簡単なテキス ト 文を用いて操作者に
知らせます。

9.4 スペアパーツ

! 注意 ! 

スペアパーツをご注文する際は、 本装置のシ リ アル番号を指定し て く ださい！

取付指示書はスペアパーツに同梱されています。

9.4.1 スペアパーツ （図）

図 50 ： スペアパーツ

アナログ入力表示が "- - - -"
これは、 接続ケーブルの断線を意

味し ている。

信号線が正し く 接続されていないか、 接続がその

ものがされていない。

入力信号が設定されている信号に一致し ていない。

センサーに不具合。

接続を点検。

入力信号を点検、 構成を確認する。

入力信号を点検し、 センサーを交換する。

アナログ入力表示が "*******"
これは測定値が無効なものであっ

たこ と を意味し ている。

アナログ入力表示が "^^^^^^^"

これは過大入力信号の印加があっ

たこ と を意味し ている。

アナログ入力表示が "vvvvvv"

これは過小入力信号の印加があっ

たこ と を意味し ている。

不具合 ： 原因 ： 修復処置 ：
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9.4.2 スペアパーツ一覧表

9.4.3 CPU 用スペアパーツ構成、 ソ フ ト ウエア付

9.5 返却

本装置は、 修理時の再利用も考慮し て、 保護材を使用し た梱包を行っています。 納入時同じ よ う
に梱包する と、 大限の保護効果が得られます。 修理は弊社サービ ス または、 資格者によ っての
み行われる こ と が必要です。

! 注意 ! 

修理のために返送する場合は、 エラーと用途を記載し た メ モを同封し て く ださい。

記号 注文コー ド 説明

A RSG30X-FA フ ロ ン ト パネル、 キーボード / プ リ ン ト 基板付

RSG30X1-WA ケーブル、 デ ィ スプレ イ キーボード

B RSG30X-DA デ ィ スプレ イユニ ッ ト

C 50084623 ケース締め付け用ユニ ッ ト 、 1 式

D 51009281 ケース

E RSG30X-CA 通信ボード、 RS-485 用コネ ク タ付

F RSG30X-A2  4-6 チャネル入力用アナロ グボード、 コネ ク タ / ボード コネ ク タ付

G RSG30X-A1 1-3 チャネル入力用アナロ グボード

I RSG30X-NA 電源ユニ ッ ト 、 AC 入力電圧 115 ～ 230V、 50/60Hz

51009617 USB 接続ケーブル （USB-A --- USB-B、 1 m）

記号 注文コー ド 説明

H RSG30X1-... CPU ボー ド、 ソ フ ト ウエア ・ USB イ ン ターフ ェ ース ・ CF ソケ ッ ト を含む

A

B

C

D

E

F

G

使用言語パッ ケージ

標準 （ド イ ツ語、 英語）

中欧 / 西欧 （ド イ ツ語、 英語、 フ ラ ン ス語、 スペイ ン語、 イ タ リ ア語）

北欧 （ド イ ツ語、 英語、 オラ ンダ語、 ス ウ ェーデン語）

東欧 （ド イ ツ語、 英語、 ポーラ ン ド語、 ロ シア語、 チェ コ語、 ス ロベニア語）

ア メ リ カ （ド イ ツ語、 英語、 フ ラ ン ス語、 スペイ ン語、 米語）

日本 （ド イ ツ語、 英語、 日本語）

中国 （ド イ ツ語、 英語、 中国語）

A

内部メ モ リ

2 MB

A

ソ フ ト ウ ェ ア

標準

A

型式

標準
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9.6 廃棄

廃棄にあたっては地域の条例 ・ 規則に従って く ださい。

9.7 ソ フ ト ウエアの履歴

本装置に関する ソ フ ト ウエアの履歴 ：

ソ フ ト ウエアバージ ョ ン /
日付

ソ フ ト ウエアの変更 文書資料の変更

V01.00.00 / 01.6.2005 オ リ ジナル、 互換性 ：

• PC ソ フ ト ウエア、 V1.18.0.0 以降

取扱説明書 BA194R
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10 技術データ

10.1 入力

10.1.1 アナログ多機能入力チャネル 1-6

測定パラ メ ータ、
測定範囲

IEC 60873-1 ：

 全ての測定値に対し て -/+ 1 digit デ ィ スプレ イエラーが加算される （許容値）

測定範囲は個々のチャ ンル毎に選定可能

リ ミ ッ ト 値 入力電圧、 電流、 開回路検知 / 外乱 / 温度補正の リ ミ ッ ト 値

測定パラ メ ータ 測定範囲 測定範囲の最大測定誤差
（oMR）

入力イ ンピーダンス

電流 0 ～ 20 mA

0 ～ 5 mA

4 ～ 20 mA

オーバーレ ンジ ： ～ 22 mA

± 0.10 % 負荷抵抗 ： = 50 Ω

電圧  > 1 V 0 ～ 10 V

0 ～ 5 V

± 10 V

± 30 V

± 0.10 % ≒ 980 kΩ

電圧 ≤ 1 V ± 1 V

± 150 mV

± 0.10 %  ≒ 2.7 MΩ

測温抵抗体

（RTD）

Pt100 ： -200 ～ 850 ℃ （IEC751、 JIS1604、 GOST）

Pt500 ： -200 ～ 850 ℃ （IEC751、 JIS1604）

Pt1000 ： -200 ～ 600 ℃ （IEC751、 JIS1604）

4 線 ： ± 0.10 % oMR

3 線 ： ± （0.10 % oMR + 0.8 K）

2 線 ： ± （0.10 % oMR + 1.5 K）

Cu100 ： -200 ～ 200 ℃ （GOST）

Cu50 ： -200 ～ 200 ℃ （GOST）

Pt50 ： -200 ～ 850 ℃ （GOST）

4 線 ： ± 0.20 % oMR

3 線 ： ± （0.20 % oMR + 0.8 K）

2 線 ： ± （0.20 % oMR + 1.5 K）

熱電対 （TC） タ イプ J （Fe-CuNi ： -210 ～ 999.9 ℃ （IEC581-1）

タ イプ K （NiCr-Ni ： -200 ～ 1372 ℃ （IEC581-1）

タ イプ T （Cu-CuNi ： -270 ～ 400 ℃ （IEC581-1）

タ イプ N （NiCrSi-NiSi ： -270 ～ 1300 ℃ （IEC581-1）

タ イプ L （Fe-CuNi ： -200 ～ 900 ℃ （DIN43710、 GOST）

± 0.10 % oMR、 -100 ℃

± 0.10 % oMR、 -130 ℃

± 0.10 % oMR、 -200 ℃

± 0.10 % oMR、 -100 ℃

± 0.10 % oMR、 -100 ℃

≒ 2.7 MΩ

タ イプ D （W3Re-W25Re ： 0 ～ 2315 ℃ （ASTME998）

タ イプ C （W5Re-W26Re ： 0 ～ 2315 ℃ （ASTME998）

タ イプ B （Pt30Rh-Pt6Rh ： 0 ～ 1820 ℃ （IEC581-1）

タ イプ S （Pt10Rh-Pt ： 0 ～ 1768 ℃ （IEC581-1）

タ イプ R （Pt13Rh-Pt ： -50 ～ 1768 ℃ （IEC581-1）

± 0.15 % oMR、 500 ℃

± 0.15 % oMR、 500 ℃

± 0.15 % oMR、 600 ℃

± 0.15 % oMR、 100 ℃

± 0.15 % oMR、 100 ℃

≒ 2.7 MΩ

測定パラ メ ータ リ ミ ッ ト 値
（定常状態、 バース ト 入力な し）

開回路検知 / 外乱 / 温度補正

電流 大許容入力電圧 ： 2.5 V

大許容入力電流 ： 50 mA

4 ～ 20 mA  測定範囲で、 回路オープン検知は ≦ 3.6 mA の電流を流し て監視

（NAMUR NE43）
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チャネル間絶縁 全てのアナロ グ入力は互いに電気的に絶縁されています。 各チャネル間のテス ト 電圧は、
500 V （非安全絶縁）

スキャ ンレー ト 全て 100 ms 以内でスキ ャ ン （全チャネル）。

分解能 すべての測定範囲で ： ≥ 18 Bit 

10.1.2 デジ タル入力

入力数 1 デジ タル入力

入力レベル IEC 61131-2 に準拠 ：

ロ ジ ッ ク "0" （相当電圧 ： -3 ～ +5 V）、 ロ ジ ッ ク "1" でア ク テ ィ ブ （相当電圧 ： +12 ～ +30 V）

入力周波数 大 25 Hz

パルス長 小 20 ms

入力電流 大 2 mA

入力電圧 大 32 V （定常状態、 バース ト 入力な し）

選択可能な機能 制御入力、オン / オフ入力、メ ッ セージ入力、パルスカ ウ ン ター、運転時間、メ ッ セージ + 運転時間

制御入力の機能 ： 記録開始、 バッ ク ラ イ ト  "OFF"、 操作ロ ッ ク、 時間の切上げ / 切捨て

10.2 出力

10.2.1 補助電圧出力

システムおよび他の入力か ら電気的に絶縁 （試験電圧 ： 500 V） されている浮動接点のデジ タル
入力 （またはセンサ） を駆動させる ため補助電圧が用意されています。 補助電圧のグ ラ ン ド とデ
ジ タル入力のグ ラ ン ド は内部接続されています。

電圧  >1 V 大許容入力電圧 ： 35 V

電圧 ≤ 1 V 大許容入力電圧 ： 12 V

測温抵抗体 （RTD） 測定電流 ： ≤ ≦ 1 mA 分離可能型開回路検知

大バ リ ア抵抗 （または線路抵抗） ：

大 200 Ω （4 線）

大 40 Ω （3 線）

Pt100、 Pt500 、 Pt1000 におけるバ リ ア抵抗 （または線路抵抗） の 大作用 ：

4 線 ： ± 0.0002%/Ω、 3 線 ： ± 0.002%/Ω

Pt50、 Cu100、 Cu50 におけ るバ リ ア抵抗 （または線路抵抗） の 大作用 ：

4 線 ： ± 0.0006%/Ω、 3 線 ： ± 0.006%/Ω

熱電対 （TC） 大許容入力電圧 ： 12 V 分離可能型開回路検知 （～ 50 kΩ）

誤差、 内部温度補償 ： ≤ ≦ 2 K

測定パラ メ ータ リ ミ ッ ト 値
（定常状態、 バース ト 入力な し）

開回路検知 / 外乱 / 温度補正
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出力電圧 ：

約 24 V、 大 ≦ 28 V

出力電流 ：

大 250 mA、 短絡保護機能、 非安定電圧調整

10.2.2 リ レー出力

アラームリ レー ：

切換接点ア ラーム リ レー （c 接点）、 1 個

標準リ レー ：

限界値 メ ッ セージ出力用 メ ーク接点 リ レー （a 接点）、 3 個、 （ブレーク接点 リ レー と し ての構成
も可能 （b 接点））

! 注意 ! 

低電圧と超低電圧を混合し て使用でき ません （SELV 回路 と低電圧の混合は不可）。

応答時間 ：

≤ 1 s

最大 DC 接点負荷 ：

50 V / 300 mA （定常状態、 バース ト 入力な し）

最大 AC 接点負荷 ：

230 V / 3 A （定常状態、 バース ト 入力な し）

10.3 電源 / 端子台 図式

10.3.1 電気接続 （配線図）

（配線図については、 第 4 章 「配線」 を参照し て く ださい）

10.3.2 供給電圧

通常電圧 ： AC 115 ～ 230 V

10.3.3 周波数

公称周波数 ： 50 / 60 Hz

10.3.4 ケーブル仕様

逆極性保護機構ネジまたはバネ付端子台 ：

デジ タル I/O ワ イヤー 断面積、 RS-485、 アナロ グ入力 ： 大 1.5 mm2 （14 AWG） （バネ付端子）

電源ワ イヤー 断面積 ： 大 2.5 mm2 （13 AWG） （バネ付端子）
リ レーワ イヤー 断面積 ： 大 2.5 mm2 （13 AWG） （バネ付端子）

10.3.5 消費電力

大 20 VA



ペーパーレス記録計 技術データ

63

10.3.6 データ通信イ ン ターフ ェース

USB ポー ト （標準） ：

フ ロ ン ト パネルに装着されている USB-B ソ ケ ッ ト （V1.1） は、 ラ ッ プ ト ッ プまたはコ ンピ ュー
タへの接続用です。 接続はシール ド付 USB ケーブルを使用し ます。 USB ポー ト はプロ グ ラ ムの
伝送、 装置の設定用です （プ リ ン ター、 モデムは接続でき ません）。

イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェース （オプシ ョ ン） ：

本装置の背面にイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェース 10/100Base-T 用コ ネ ク タが用意されています。
プ ラ グ タ イプ RJ45、 シール ド 付ツ イ ス ト ケーブルで接続し ます。 IP ア ド レ スの割 り 当ては装置
内セ ッ ト ア ッ プ メ ニューから行います。 本装置を このイ ン ターフ ェース を利用し てオフ ィ ス環境
下にあ る他の装置と接続する こ と が可能です。 安全な接続環境を得る ために、 事務用機器標準規
格 IEC 60950-1 を参照し て く ださ い。 PC への直接接続はク ロ ス ケーブルを使用する こ と で可能
です。 本装置はまたネ ッ ト ワーク における 「WEB サーバ」 と し て使用する こ と も可能です。 イー
サネ ッ ト 機能表示用 LED が 2 個本装置の背面に装備されています。

シ リ アル RS-232/RS-485 イ ン ターフ ェース （オプシ ョ ン） ：

データ / プロ グ ラ ム転送またはモデム接続用と し て、 本装置の背面に RS-232  D-SUB 9 ピン ソ
ケ ッ ト または RS-485 イ ン ターフ ェース （端子接続） が装着されています。

サポー ト し てい る伝送速度 （ボーレー ト ） は次の通 り です ： 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、
38400、 57600、 115200 （Baud）

シール ド ケーブルによ る 大線路長 ： 2 m （RS-232）、 または 1000 m （RS-485）

双方のイ ン ターフ ェースは共に、 システムから電気的に絶縁されています。

RS-232/RS-485 イ ン ターフ ェースは、 両者を同時に使用する こ と はでき ません。

10.4 性能特性

10.4.1 最大測定誤差

10.1.1 項を参照

10.4.2 温度ド リ フ ト

Cu100、 Cu50、 Pt50 ： 大 ± 0.02 %/K （測定範囲内において）

その他の測定 ： 大 ± 0.01 %/K （測定範囲内において）

10.4.3 長期ド リ フ ト

IEC 61298-2 に準拠 ： 大 ± 0.01 %/ 月 （測定範囲内において）

10.5 設置条件

10.5.1 向き

使用時の位置は、 DIN 16 257、 NL 90 ± 30°に基づいています。

10.5.2 取付指示

（パネルへの実装は、 第 3 章を参照し て く ださい）

取付深さ ： 約 171 mm （止め金具と端子台を含む）

パネルカ ッ ト 寸法 ： 138+1 x 138+1 mm
パネル厚さ ： 2 ～ 40 mm

固定法 ： DIN 43 834
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10.6 環境

10.6.1 周囲温度範囲

0 ～ 50 ℃

10.6.2 保管温度

-20 ～ +60 ℃

10.6.3 相対湿度

0 ～ 50 ℃、 大 75%RH、 ただし結露なき こ と

10.6.4 気候ク ラス

IEC 60654-1 ： B1 に準拠

10.6.5 保護等級

フ ロ ン ト パネル ： IP 54 （IEC 60529、 Cat.） リ ヤパネル ： IP 20 （IEC 60529、 Cat.）

10.6.6 電気的安全

IEC 61010-1、 保護等級 ク ラ スⅠ
低電圧 ： 過電圧分類 カテゴ リ ーⅡ

環境 ： 海抜 3000 m 以下

10.6.7 電磁適合性 （EMC）

耐干渉性 ：

• IEC 61326 ： ク ラ ス B （工業環境） および NAMUR NE21 に準拠 ：
• ESD （静電放電） ： IEC 61000-4-2 レベル 3 （6/8 kV）
• 高周波域 （電磁妨害区域） ： IEC 61000-4-3 ： レベル 3 （10 V/m）
• バース ト （急速過渡外乱変数）：IEC 61000-4-4 レベル 3（信号ポー ト …1 kV 、電源ポー ト … 2 kV）
• 電源ラ イ ンのサージ イ ミ ュ ニテ ィ ： IEC 61000-4-5 ： 2 kV 非対称、 1 kV 対象
• 信号ラ イ ンのサージ イ ミ ュ ニテ ィ ： IEC 61000-4-5 ： 1 kV 非対称 （外部保護）
• 高周波における伝導妨害に対する イ ミ ュ ニテ ィ ： IEC 61000-4-6 ： 150 kHz ～ 80 MHz、 10 V 
• 電圧デ ィ ッ プ ・ 瞬断に対する イ ミ ュ ニテ ィ ： IEC 61000-4-11 （> 20 ms/0%）
• 電圧変動に対する イ ミ ュ ニテ ィ ： IEC 61000-4-11 （ 40 % / 0 %）

電磁放射 ：

IEC 61326 ： ク ラ ス A （工場環境にて） に準拠

電圧障害 ：

電源ラ イ ン ： CISPR 16-1/-2 ： ク ラ ス A に準拠

電流障害 ：

イーサネ ッ ト ラ イ ン ： EN 50022 ： ク ラ ス A に準拠
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電界強度障害 ：

ハウジング / 全接続端子 ： CISPR 16 ： ク ラ ス A に準拠

電圧障害防止 ：

• コモンモード電圧障害防止 ： IEC 61298-3 ：
アナロ グ入力 ： 80 dB  60 V、 50 Hz / 60 Hz の条件下で

• プ ッ シュプル電圧障害防止 ： IEC 61298-3 ：
アナロ グ入力 ： 40 dB  50 Hz / 60 Hz （測定電圧範囲） /10 の条件下で

10.7 構造

10.7.1 型式、 寸法

パネル取付型機器

10.7.2 重量

• パネル取付型 ： 約 700 g

10.7.3 材料

フ ロ ン ト フ レーム /CF カード装置カバー ： ABS 樹脂

ハウジング ： グ ラ ス フ ァ イバー強化プラ スチッ ク （ポ リ カーボネー ト ）

フ ロ ン ト デ ィ スプレ イの保護カバー ： プラ スチッ ク （ポ リ カーボネー ト ）
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10.8 ヒ ューマン イ ン ターフ ェ ース

10.8.1 表示要素

タ イプ ：

LC カ ラーグ ラ フ ィ ッ クデ ィ スプレ イ

サイズ （画面対角寸法） ：

120 mm （4.7"）

解像度 ：

76,800 ピ ク セル （320 x 240 ピ ク セル）

バッ ク ラ イ ト ：

50,000 半値時間 （半分の明る さ にな る までの時間）

発色

64 色

デ ィ スプレ イモー ド ：

グ ラ フ / 負荷曲線表示、 測定範囲内曲線表示、 デジ タル表示、 バーグ ラ フ表示、 エベン ト リ ス ト
表示 （限界値、 電源異常） 、 ステータ ス表示、 履歴表示 （デジ タル測定データから曲線表示への
変換）、 日付 / 時刻 表示

10.8.2 操作要素

キーボー ド ：

操作および構成設定を、 画面あ るいは PC ソ フ ト ウエアを用いて対話形式で行 う こ と のでき る 7
個の押しボタ ンが本装置前面に用意されています。 ボタ ンを押すこ と によ って統合し た操作説明
が表示されます。

10.8.3 データ記憶装置

メ モ リサイ クル ：

• 設定可能な メ モ リ サイ クル ： 1 秒 / 2 秒 / 3 秒 / 4 秒 / 5 秒 / 10 秒 / 15 秒 / 20 秒 / 30 秒 / 
1 分  / 2 分  / 3 分  / 4 分  / 5 分  / 10 分  / 30 分  / 1 時間 / 6 時間 / 12 時間

内部メ モ リ ：

• プロ グ ラ ム メ モ リ ： 2 MB フ ラ ッ シュ メ モ リ （不揮発性 メ モ リ ）
• セ ッ ト ア ッ プデータ メ モ リ 、 測定データ メ モ リ ： セ ッ ト ア ッ プデータ、 測定データ と もに内部

のフ ラ ッ シ ュ メ モ リ に よ って永久的バ ッ ク ア ッ プが行われている （測定データ用 メ モ リ ： 約
700,000）。

• メ イ ン メ モ リ ： 2 MB SRAM
リ チウ ム電池によ る、 測定データのバッ フ ァ リ ング と時刻データ （RTC） のバッ フ ァ リ ングが
行われてお り ます （電池寿命は 10 年）。

外部メ モ リ ：

• CF カード上に測定データ を周期的に保存
（CF ベース ： タ イプ I）

• CF カード メ モ リ 容量 ： 32 MB、 64 MB、 128 MB、 256 MB、 512 MB
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• CF がス ロ ッ ト に装着されていない時には内部データ メ モ リ に蓄積される。1 日分約 700,000 の
測定データ保存が可能

• CF にデータ ア ク セス時はス ロ ッ ト 横の黄色 LED が点灯。 本 LED 点灯中 （点滅動作） はカー
ド の取 り 出し禁止。 データが失われる可能性あ り ！

10.8.4 実時間ク ロ ッ ク （RTC）

サマータ イ ム / 標準時間を自動的に切 り 替えます。

電源は寿命 10 年の リ チウ ム電池を使用し ています。

時刻の誤差は年間で 10 分未満です。

時間の切上げ / 切捨て が可能です。

10.8.5 遠隔操作

装置設定の構成と フ ァ イルによ る保管は、 コ ンパク フ ラ ッ シュ カード によ って行われるか、 あ る
いは、 背面に装着されている シ リ アルイ ン ターフ ェース RS-232/RS-485 （即ちモデム）、 イーサ
ネ ッ ト または前面に装着されている USB ポー ト を使用し て PC ソ フ ト ウ ェ アによ って行われま
す。

10.9 認証と認定

10.9.1 CE マーク

本測定装置は、EC 指示によ る法的必要条件を満た し ています。 弊社は本装置に CE マーク を貼付
する こ と によ り この EC 規格に適合し ている こ と を示し ています。

10.9.2 UL 規格 （カナダ / 米国向け）

本装置はまた Underwriters Laboratories 社 （UL） によ る試験も受けてお り ます。 申請中の規格 ：
UL 61010B-1、 CSA C22.2 No. 1010.1-92

10.9.3 その他の規格およびガイ ド ラ イ ン

CSA 1010.1

測定用、 制御用な らびに実験室用電気機器に対する安全基準－一般的必要条件 （申請中）

10.10 ご発注案内

ご発注に際し ては、 2.1.2 項を参照し て く ださい。

10.11 アクセサリ

本装置用に用意されている ア ク セサ リ は、 第 8 章 「ア ク セサ リ 」 に提示し てお り ます。

10.12 関連文書

❑ レ コーダカ タ ロ グ （FA014R）

❑ 技術仕様書 （TI115R）

❑ 簡易操作説明書 （KA199R）

❑ フ ラ イヤー

❑ PC ソ フ ト ウエアカ タ ロ グ （SI012R）
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BA 194R/33/ja/06.05(09.05)
STAR/FM+SGML 6.0J

■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 746-0028  山口県周南市港町 1-48  三戸ﾋﾞﾙ

Tel. 0834(64)0611　Fax. 0834(64)1755

■新潟サービス
〒 950-0951  新潟市鳥屋野 3-14-13  ﾏﾙﾓﾋﾞﾙ 3F

Tel. 025(285)0611　Fax. 025(284)0611

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061  岡山県倉敷市神田 1-5-22  旭ﾋﾞﾙ

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部ヘルプデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。
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